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序

遺跡は，私たちが普段目にすることの少ない地下に埋没した遺構や遺物等を含んだ過去の人々の生

活の証であります。長崎県下には，約3，500箇所の遺跡が知られております。

都市計画道路杭出津・松原線改良事業につきましては，道賂計画の当初より文化財の保存について

関係機関と協議を重ねてまいりましたが，計画変更が不可能な地区について，発掘調査を実施しまし

た。

大村市所在の黒丸遺跡は，郡川が形成した扇状地にあり，平成5年度から平成7年度までの3年間

の調査で出縄文時代から中世に至る複合遺跡であることを確認しました。それぞれの時代の特色ある

遺構・遺物を伴っており，平成5年度は，中世の掘立柱建物，土壌，溝等の生活意向を確認し，平成

6年度は，弥生時代の書館墓・石棺墓・土壌墓を検出して，隣接する富の原遺跡へ移行する墓地解明

のてがかりを得ております。

今回報告します「黒丸遺跡IIJにおきましては，平成7年度に調査を実施し，縄文時代晩期として

は，全国的にも最大規模の62基のドングリ貯蔵穴が確認され，稲作開始の時代における食糧確保の実

態を知る貴重な発見であります。

本書が文化財保護や地域の歴史を知るうえでの資料として，活用いただければ幸いに存じます。

平成9年3月31日

長崎県教育委員会教育長

中川 忠



例目

1.本書は，長崎県大村市黒丸町587番地1外に所在する黒丸遺跡に関する緊急発掘調査報告であ

る。

2.調査は，都市計画道路杭出津・松原線改良工事に伴って長崎県教育庁文化課が平成2年度に範囲

確認調査，平成5年度~平成7年度に本調査を実施した。なお，平成6年度までの調査報告につ

いては，平成7年度に既刊済である。

3.平成2年度・平成5年度・平成6年度・平成7年度の発掘調査担当

平成2年度(平成2年12月3日~平成2年12月148) 

主任文化財保護主事宮崎貴夫 (現原の辻遺跡調査事務所係長)

文化対保護主事町田利幸

平成5年度(平成5年10月25日~平成6年2月15日)

文化財保護主事町田利幸

同大博

平成6年度(平成6年11月15日~平成7年2月3日)

課 長 補 佐田川肇 (現原の辻遺跡調査事務所所長)

文化財保護主事村川逸朗

古門雅高

悶大博

文化財調査員松尾昭子

高原愛

(現県立西彼杵高等学校)

(現鷹島町教育委員会)

平成7年度(平成7年11月1日~平成8年3月15日)

文化財保護主事 町田利幸 (現 阪神・淡路大震災復旧・復興支援事業派遣)

高原愛 (現松浦市教育委員会)

4.本書の執筆は第1部を町田が担当し，第2部の自然分析は， 1自然遺物の分析を古環境研究所に

委託し結果報告を記載した。 II地質については，長崎大学教育学部長岡信治先生に玉稿をお願

いし，掲載した。

5.写真撮影は，第I部の遺構・遺物を町田が第2部の Iは古環境研究所で行い， IIは長崎大学教育

学部長岡信治が図，写真作成を行う。

6.本書の編集は，第1部を町田が担当し，第2部を荒木伸也が担当した。

7.本書の作成にあたっては，文化課内業整理員による遺物洗浄，注記，実測， トレース等と，現地

の作業員，内業整理員の方々による協力によって作成することができた。ここに深く感謝いたし

ます。
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第 1 部

平成 7年度調査



地理的歴史的環境
地理的環境

遺跡は，大村市北部を流れる市

内最大の郡川と接する扇状地の標

高 2~5m!こ所在する。

、

f
s
j

、

(ぬ

長崎県の中央部にあ

鉄道等の交通空港，

大村市は，

り高速道路，

網の拠点的な位置にある。交通の

利便性から工業・農業の集散基地

として経済発展が飛躍的に延び続

第三紀堆積岩を基盤と

けている。

地質は，

玄武岩質の火山し上部に安山岩，

大村市の位置図第 1図性岩石が覆い複雑な地形をなして

マダイの養殖の外に天然のナマコ，ハマチ，前面に大村湾がひろがり沿岸では真珠，いる。地形は，

五家原岳，多良岳，郡岳等の山系が連エピ等の漁業が盛んである。背後は，東側に経ケ岳，イワシ，

多良山系の裾野の標高 230m~300mは国天然記念物イチイガシ天然林が自生していなり，

第2国

-1  

周辺の遺跡

大村市は，現在205遣

ている。

また，黒丸遺跡は，

跡を埋蔵文化財の周知遺跡

旧石器時代の遺跡は，位

カ所がある。縄文時代の遺

の良好な包含層が少ないが

九州横断自動車道路建設に

の葛城，野田の久保，上八

伴う発掘調査から後・晩期

竜，東光寺遺跡が確認され

今回

跡は，早期~後期にかけて

牌塔形石核の出土地で知ら

れている野岳遺跡の外20 

として把握している。

る。
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の調査以前の昭和52年~昭和 53年の調査

で縄文晩期の聾棺，打製石斧の出土が知られ

ている。

弥生時代は，平成6年度黒丸遺跡第二次調

査で弥生時代中期前半~中葉の子児用聾棺9

基と土墳1基を検出した。以後に継続する遺

跡としては，昭和55年から昭和61年に発

掘調査を実施した富の原遺跡がある。検出遺

構に聾棺墓，住居跡があり，これに伴って鉄

文3本の外に弥生時代中期から後期前半にか

けての土器等の遺物が出土している。

古墳時代は、石棺8基を検出した小左古石

棺群 (4~ 5世紀)や住居跡の発見があった

稗田遺跡 (4~ 5世紀)の外5世紀代の黄金

山古墳， 6世紀の鬼の穴古墳， 7世紀代の玖

島崎古墳群が知られている。

古代から中世は，大上戸川条理，沖田黒丸

条理が上げられる。また，郡JlI北岸の好武城

跡周辺の寿古遺跡からは白磁椀，石鍋，土師 第3図黒丸遺跡二次調査出土護棺

器が出土しており， 12~13世紀に栄えた地域と考えられる。その後，キリシタン大名の大村純忠

(1 533~1587年)による寺院，仏閣の破壊を受けたため関連する字名が各所に伝わるが，確

認までには至っていない。
註14 

近世は，現在大村市役所南側に大村家第19代善前が慶長3年(1598)玖島城を築城し，今日

に至っている。

E 調査(三次調査・所在地:大村市黒丸町587番地 1~352)
1 謁査の経緯と概要

調査は，平成 2 年度の範囲確認調査の結果に基づき平成 5 年度から 3 カ年計画で I~V区の発掘調

査を行ってきた。

これまでの調査で，平成5年度の 1• II毘に古代の溝や中世の柱穴群，土壌，溝等の生活遺構を確

認した。平成6年度のE区は，弥生時代の壷棺墓9基，土墳墓1基を検出し，墓地の実態解明に貴重

な資料を得ている。平成7年度は，調査の最終年度にあたるW区(1， 440m2) とv-2区

(352m2) について発掘調査を実施した o IV区は，長さ 90 m，幅16mの調査範囲を高北

10m，東西 16mに区切り前年度のIV-1 ・ 2 区に引き続き調査豆の名称をIV-3 区~ 1 1区と

し，精査を行った。 V区は，前年度のV-1区から北側へ約150mの地点に設定し，南北23m，

東西15mをV-2区と名称を付して精査した。

-2  
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2 土層

W区の層序は， 1 層に耕作土が 15~20cm堆積している。 2 層(縄文~中世時代の遺物出土)

は，灰黄色粘質土が調査区西側町一 7・8区で約50cm前後，東側で30cm前後の堆積があっ

た。 3層は，黒色泥炭層で20 ~ 2 5 c mo 4層は，暗茶灰色土。 5層は，淡青灰色砂質土。 6層

は，際層を基本層序とする。

ただし， IV-7~11 区は， 2層と 3層の間層に 2' ~2 c層の堆積がある。 2'層(弥生時代~

縄文時代の遺物出土)は，灰白黄色砂質土で 3~5cm程度の堆積が認められる。地区によっては存

在する部分と存在しない部分がある。 2b屠(縄文時代晩期の遺物が主体を占める)は，暗灰黒色土

が約 15~20cm程堆積する o 2 c層(縄文時代の遺物出土)は灰黒黄色土で自然の木片・木葉等

の植物遺体と小牒が混じり，約 5~10cmの堆積がある。

V 2区は， 1層の水田耕作土が 15 ~ 2 0 c mo 2層は，暗茶色土が 10 c mo 3層は，明黄灰

色砂層。 4層は，砂楳層が堆積し，弥生時代中期の土器が出土している。また，調査毘内の北側で東

西方向に延びた小河川跡を検出し， 3層以下に砂，粘質土がサンドウィチ状に約40cm堆積し，植

物遺体や弥生時代後期の遺物を包含した河川堆積層を確認している。

3 遺構

V-3・4区からは， 3層面に円礁の集中が7カ所認められたが掘り込みプラン及び遺物の出土は

認められず自然堆積によるものと考えられる。

IV-5区は，集石と埋聾を2層面で検出する。

IV-6区は，南北3m，東西4mの楕円形を呈するプランの住居跡を検出し，中央部に 40 x 

30cmの焼土を伴っていた。

IV-7~11 区からは， 6 2基のドングリ貯蔵穴を検出した。貯蔵穴の形態は，断面がフラスコ状

とU字状があり素掘りのまま木の技で蓋をしたものと木枠で囲み枝で葦をしたものがある。

以下にIV-5~11 区の遺構状況について記述する。なお， IV-7~11 区のドングリ貯蔵穴につ

いては一覧表としている。

v-2 

第 6図町一 3~ 1 1区・ V-2区遺矯配置図
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IV-5区

1号集石;南北80c m，東西70cmの範囲に

17~18cm程度の円喋を 2 層面で検出した。遺物

には， 5 3の縄文晩期の土器底部と使用痕ある剥片，

スクレイパーの石器が出土している。土壌の掘り込み

プランについては確認できなかった。また，諜は平面

に並べたのみで積み重ねた状態ではなかった。磯上面

の標高で1.9mを測る。

埋費 ;単独で検出し主軸方位N4 90 Eを示

す。底部から胸部中位にかけては，ほぼまとまって出

土するが，口縁部，胴部上位については，耕作による

。

1.9m 

CIV-5区埋重量)

50cm 

削平を受け消失している。 o
IV-6区

l号土壌;径120cmのほぼ円形プランをしてい

る。検出面で深さ 79cm，底径108cmを測る。

含土は，ブロック状に土の塊が堆積している。上面

は，明灰黄色から徐々に黒色の粘性の5郎、土に変化す

る。遺物に土師器片，須恵器(第26図 5 1)が出

土している。

2号土墳 ;IV-5区と 6区の2層に検出した。東西

約5m，南北4mに灰色土の広がりを認め掘り下げを

行い 15cm程で‘黒色土 (3眉)となる。遺物は，土

師器，須恵器， :1;IJ片石器等が出土している。

住居跡 ;2b層上面で検出。楕円形のプランをな

し，東西の長軸46 0 c m，南北290cmを誤IJる。

プラン中央部に焼土塊と西側に 50cm程離れて凹石

(火を受け赤色を呈する)が出土する。住居跡外の東

側に山形口縁を有する浅鉢が出土している。焼土塊

は，プラン外の北西隅に廃棄した状況で薄く (2~ 

3 c m)堆積する。遺物は，縄文時代晩期の土器，石

器がプラン内外より出土している。西側の壁面立ち上

がりで 15cm程度である。

IV-7区

ドングリ貯蔵穴;3層上面から土墳の掘り込みを行

っており， 2 5基を検出している。 10 号~25号周

一 5-

。

。

2.0m 

2 

CIV-5区 I号集石)
1m 

3 

CIV-6区 l号土壌)

第7図埋斐 (μ0・1号集石・ 1号土壌(J20)
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第8図 IV-6区住居跡

ドングリ貯歳穴一覧表1

図番号 地区番号 特 徴 図書号 地区番号 特 徴

上部は，長さ 1-0.8mの木材と0.3-0.5mの木材で長方形に土墳 貯蔵穴の上部は，木材・石材による囲みは認められないが.内部に

を閤み，木材の押さえに20cm前後の円様を用いている。貯蔵穴の

10-1 
IV-7区

深さは， 50回程度で掘り込み上面径95cm，底面径70c図を測る。遺物
1号

l日一7
IV-7区

木材片か落ち込んでおり上部に木材の蓋をしていたと恩われる。上
7号

l!iiの径は.75x68c民深さ57c図，底面径が60cmを測る。

には竪果類の実と植物の葉が出土している。掘り込みの層は，泥炭

層を40c民様層を12cmf呈穿っている。
IV-7区 長さ60-70cmの木材が貯蔵穴内に洛ち込む。上面の筏が104x 

10-8 
8号 86c弘深さが76cm，底面径で92cmを測り，断函袋状をなす。

上部の木枠及び擦は認められなかった。貯蔵穴内より自然木材2

10-2 
IV-7区

点。漏り込みプランは円形となし上面径60cm.底面径63cm，深さ
2号

45c図の断面が袋状をなしている。

木片1点が上磁より 3cm程突き出ている。プランは，ほぽ円形で上

10-9 
IVー7区

面径は.70x65cm，深さ50cm，底面径が59c困を測る。断面は袋状と
9号

なっている。

IV-7区 円擦が1点と自然木材1点が貯蔵穴内より出土。プランは.円形と
10-3 
3号 し上面径100cm.底面径で64cm，深さが70cmを測る。

上部に様1点と貯蔵穴内に木材3点が出士。木材は，木枠としてい

比較的幹の太い木材を用いる。交互に木材が落ち込んでいる状況か

11-10 
IV-7区

ら，四角形の函みを行なっていたものと推定される。上扇径は99x
10号

10-4 
IV-7区

たものが落ち込んだものと恩われる。上面径が100x 82cmの楕円形
4号

のプランを呈し底面径は65cmを潜iる。

厚さ20-25cmの比較的大きな木材を使用し蓋をしていたものと思わ

105c民深さ47c民底面径が85c阻を測る。

IV-71R 上面の蓋に使用してた木材が南北方向へ平行に重なっている。上函
11→11 
11号 径は.75x75c凪深さ62cm，底面径で70c盟を担IJる。

IV-7区 れ，上面から下面に落ち込んだ状況を示している。また，蓑材が水
10-5 
5号 で浮かないよう15-20cmの円様を乗せている。上面径で130x 

長さ80c認程と30cm程の木材と聖書が貯蔵穴内に洛ち込む。プランは楕

lH2 
IV-7区

円形を呈し，上証言径で110x 97c回，深さが58cm.底面径で70cmを量IJ
12号

115cm.深さ67c低底面径で77c園を測る。 る。

IV-7区 上面の径が77cm，深さ43cm.底面径で83cmの控訴福袋状を呈する。遺
10-6 
6号 物等の出土なし。

IV-7区 プランは，円形を呈L.上面の径が83x 76cm.深さ53cm.底面径で
11-13 
13号 45c盤を蹴る。貯蔵穴内からの遺物出土なし。
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ドングリ貯蔵穴一覧表2

図番号 地区番号 特 徴 留番号 地区番号 特 徴

IVー7区
貯蔵穴内より，長さ22c羽の木材1点が出土。ほぽ円形のプランをなi

11-14 
14号

し上面筏で84x90c低深さ66cm，底部径が88c留を掴Hる。断面は袋
11-17 
IV-7区 西側反面は，認査区外にあたる。遺物に土器片，内藤，木材が出土

17号 する。上部の径が95co，深さ58cm，底面径で67cmを測る。

状となる。

11-15 
IV-7区 カシの木によって貯蔵穴を寒いだ状態にあり，全容を確認できな」
15号 い。最深部で57cmを揖IJる。内部から堅果類出土あり。

11-16 
IV-7区 東西方向に木材を重ね合わせて歪としていた状況か溌認できる。上

16号 産量の径が114x 98cm，深さ53cm，底面径で96cmを祖IJる。

IV-7区 貯蔵穴内の南北方向iこ60cm程度の木材と小枝状の木片が散見する。
11-18 
18号 上面の径は， 95x79c民深さ28cm，底面径76cmを担.IJる貯蔵穴。

東側に浅いステップ伏の段を有する貯蔵穴。上部の南北方向に木枠

12-19 
IV-7区

の一部が残り.東西方向に蓋をしていたと怒われる木材2点が内部
19号

に落ち込む。上面の径で110x 105c回，深さ59cm，底面径が80cmを混同。

-13 -
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第15図 N-8区ドングリ貯蔵穴⑥
ドングり貯蔵穴一覧表3

図書号 地区番号 特 徴 函番号 地区番号 特 徴

IV-7区 60c図程度の枝材が交互に重なり貯蔵穴内に渇ち込む。上面の径は，
12-20 
20号 100 x 97c図深さ65cm，底面径で76c図を測る。

100c殴前後の木材を東西方向に並べ貯蔵穴の重としている。下部に

13-4 
IV -8区

15cmほどの様が議ち込む。上面の径は， 100x 100cmのほほ円形プラ
4号

IV-7区 長さ50-40c聞'1後の総い枝材に混じり太い木材が1点貯蔵穴内に洛
12-21 
21号 ち込む。上面径が102x113c凪深さ53crn.底部径で79cmを揖rJる。

ンをとし深さ40c図，底面径で80cmを誠る。

貯蔵穴の中央部に15cm程度の擦が震なり合って堆積しており，重石

貯蔵穴内に土器片と木材片が出土する。上面の径が85x 85cm，深さ

12-22 
IV -7区

48c回，底部径で65c阻を測る。貯蔵穴内の東側墜を扶り袋状に掘り込
22号

IV-8区 に使用していたと思われる。蓋の木材は，朽ち果ててほとんど消失
13-5 
5号 している。上面の径で75x 83cm，深さが46cm，底面径73cmを測る。

んでいる。
控訴笛は，袋状を呈する。

南北方向に長さ100-90cmの木材を重ね合わせて重をしていた状況

12-23 
IV -7区

か寝える。また，蓋の押さえに置いた擦が西側から転落した形状を
23号

示している。上部の径が103x 118c図，深さ63cm，底面径で83cmを測る。

50-70四程度の木材が貯蔵穴内に洛ち込む。上部の周辺に様が7点

13-6 
IV-8区 残っている。上面の径は， 93x90c個，深さ49cm，~室蘭径は， 76c砲を
6号

1O-20c罰則後の円擦が貯蔵穴内の東田lに集中して洛ち込む。貯蔵穴|
i買rJる。

IV-7区
12-24 
24号

は比較的大きい剖織になるが蓋材が少量残る程度である。上面の径

は， 130 x 145cm，深さ59c凪底箇径で76cmを訓iる。

IV -8区 上部に10cm程度の擦がある。貯蔵穴内にも際1点が湾ち込む。上面
13-7 
7号 径は， 73x67c密，深さ68crn.底面径は， 80cmの断面袋状をなす。

100cmを越す木材を南北方向に重ね，下に支え木を3ケ所設置した 貯蔵穴を覆ってた蓋材は消失しているが，重石に用いていた様10-

12-25 
IV -7区 状況をなしている。様は，西側から東側へ議ち込んだ状況を示して
25号

いる。上部の筏が125x 120c凪深さ92crn.底面径で58cmを測る。

IV-8区 20cmは内部に落ち込んでいる。上面の径は， 88x86c阻，深さ76c回，
14-8 
8号 底函径は67cmを測るが，底面より25c怒上部が径の最大となり95c盟を

貯蔵穴上部に木の聞いを北側と西側に設置していた状況が木材の依 測る。

存状況から認められる。また，東側に際の集まりがあることから貯 貯蔵穴の上面と下面にやや太い木材がある。この中間部は，小枝材

13-1 
IV-8区

蔵穴上部を擦で四角に図っていたことか議える。貯蔵穴内部は，蓋
l号

石と思われる礁か西側から転沼した状況で堆積している。上面の径
IV-8区 が残る。また，撲は貯蔵穴内に l点と貯蔵穴外の周辺に5点が認め

14-9 
9号 られる。上面の径は， 115 x 119cm，深さ87cm，底面径が83cmを

が110x 97cm，深さ104co，底部径が79c阻を測る。
測る。

南.it・西側に木枠の残存がある。周辺には， 30-20c.l.呈の際の囲

IV -8区 みがあり，木枠の押さえに使用していたと考えられる。内部には木
13-2 
2号 材等の遺物は認められない。プラノは，隣九方形を呈する。上聞の

IV -813: 長さ57cmの木材 l点、が貯蔵穴内に洛ち込む。上面の径は， 84 x 
14-10 
10号 17cmあり，深さ93cm，底面径で71c盟。

径は， 104 x 103crn.深さ55c丸底面径が17cmを測る。

基本的な貯蔵穴の形態を示す資料で，貯蔵穴の上部を木と擦で囲

貯蔵穴の道側周囲に20-25c図程の様が集中する。また，東側は蓋材

14-11 
IV-8区

と見られる木材が集中する。上面の径li，104 x 106c阻，深さ76c図，
11号

み，上部を覆うために木材を上面に乗せ，さらに木材が水による流 底面径で82cmを揖rJり，底面より20cm上位に断面の膨らみを持つ。

13-3 
IV-8区

出をおこさないようE撃を重石として乗せている。掘り込みのプラン
3号

は，上面径が112x 98c図深さ86cm，底面径で72c留をillrJり.断面は下

貯蔵穴の北東側に撲と木材片が集中する。上面の径は， 108 x 

14-12 
IV -8区

95cm，深さ80cm，底面径が61cm。貯蔵穴の上言語から10-20cm下げた
12号

部かやや下膨れ状態に造っている。 壁面東西にステップを設けている。

14 -
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ドングリ貯蔵穴一覧表4

第16図 IV -9区ドングリ貯蔵穴⑦

図番号 地区番号 f寺 徴

比較的大きい貯蔵穴でありながら木材等の遺物はわずかである。

14-13 
IV-8区

上面の径は， 127x115c.，深さ61c国，底面径で66c図。上面から
14号

15c盟程下げた壁面の酒田IJにステソプを設けている。

撲が北側に貯蔵穴を臨むように並び，上面の西自IJと南側に木枠部分

15←14 
IV -8区

が残存している。上面の径は， 120x120c.，深さ61四，下面径は
13号

86c泊を測る。

IV -8区 貯蔵穴の北側と西側に木枠が残る。上国の径は， 129 x 138c国，深さ
15-15 
15号 76c図，底部径で8lcl1¥，壁内預の南側以外の周囲にステップが巡る。

IV-8区 貯蔵穴内に技材が3点洛ち込む。上面の径は， 100 x 92c民深さ
15-16 
16号 56c.，底面径で85c""

貯蔵穴上面の蓑材の取り上げで7号との切り合い関係があきらかと

IV-9区 なり.当初l基としてカウン卜していたが2基とした。貯蔵穴の蓋
16-1 
1号 材は，比較的偏平な木材をあてている。上面の径は， 83c湿，深さ

26cm.底面の径が74c.を測る。

IV-9区 南側と東側に木枠材あり。その周辺に20-10c盤のE製品、集まる。上面
16-2 
7号 の径は， 90cm.深さ42c.，底面径が58cl1¥，

木材及ひ礁が北側と南側に別れて残存する。下面から20cm上位に援

16-3 
IV-g区

面を穿っている。上面の径は， 110 x 104c.，深さは， 51c.，底面径
2号

で84cmを測る。

1.0m  

_s 
-亡~om

。
m
 

関番号担II区番号 特 徴

貯蔵穴の上面と内部に木材が残存する。上面での径は， 117 x 

1643IV号 9区 110c図，深さ36c阻，底面の径で90c.を測る。この貯滋穴は，イチイ

ガシの実がほぼ満杯状態で土餐袋17袋分があった。

際の洛ち込みがもっとも多い貯蔵穴である。蓋材に厚みのある木材

16-5 jlV_ 9区 を用いている。上面の径は， 111c.，深さが65c.，底面径で87c.
4号

測る。

貯蔵穴内に厚みのある木材が落ち込んでいる。下面に鞠i伏の木製容

16-6 I~V~-9区器が様4個に押さえ込まれた状態で出土した。上面の径は， 100 x 
5号

119c.，深さ60叫底面径は69c.を測る。

IV-9区西側は路線外のため全容を把握できない。南西隅から掘り込みが深
16-7 
6号 くなり，イチイガシの実が出土する。

西国!と東側に木材を配置し，擦は南西摘にかたまった状態で洛ち込

17-1 IIV~-10区 んでいる。上面の径は， 73 x 83c.，深さ52c皿，底面の径が63c図を部j
l号

る。

IV-I0区南側上面の貯蔵穴淵に木材が残存するが，貯蔵穴内及び局留には穣
17-2 
2号 がない。上面の径が107x 104c.，深さ52c.，底面径が9日cmを測る。

- 15 
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周辺に長さ 150~380cmほどの自

然木が認められる。

IV 8区

ドングリ貯蔵穴;1 6基検出。貯蔵穴

の北側が20cm程の高まりをなし，周

囲を円形に自然木で囲み浮き島状として

いる。

IV-g区

ドングリ貯蔵穴;7基検出。調査区の

西側で北へ向かつて貯蔵穴が延びる。遺

物は，東側部分に集中して出土してい

る。

IV 1 0 芭

ドングリ貯蔵穴;1 2基検出。 IV-9

区の延長で西側部分に貯蔵穴が集中し，

東側部分は3層が 10cm程高くなり遺

構・遺物が減少するo

IV-1 1区

ドングリ貯蔵穴;2基検出。この地区

では，極端に貯蔵穴・遺物が減少し調査

区外の西側へ拡がると推測される。

ドングリ貯蔵穴一覧表5

図番号 地区番号 特 徴

西側壁画に木材1点が出土の外は，貯蔵穴を覆うための施設が認め

17-3 
IV-]o区

られない。上面の径が79cm，深さが45cm，底面径で87c函を測り，断
3号

福が袋伏を呈する。

IV-10区 2基が切り合い関係で検出。底面での明確な掘り込みは差は認めら
17-4 
4号 れない。上面の径は70cm，深さ53cm，底面径で49cmを揖'1る。

IV-]o区 貯蔵穴の南側上面獄に木片と東側に様2点を認める。上国の径は，
17-5 
5号 1I4cmで深さが55c阻，底面径が78cmを損'1る。

IV-]o区 貯蔵穴の蓑材か上留に残る。上面の径は， 93x92cmのほぼ円形のプ
17-6 
6号 ランを呈する。深さ44cm，底面径が78cmを測る。

IV-10区 楕円形のプランをなす貯蔵穴で西側と北東側にステップを設けてい
17←7 
7号 る。上面の径で115x 99cm，深さが79cm，底面径で8lc殴を測る。
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第18図 IV -10区ドングリ貯蔵穴⑨
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第19図 IV -11区ドングリ貯蔵穴⑩

国番号 地区番号 特 徴

IV-]o区 貯蔵穴内に4点木片が出土する。上面の径は， 74 x 68cm，深さが
17-8 
8号 46cm，底面径で102cmをi!lIlり，断面が袋状をなす。

貯蔵穴内に洛ち込んだ木材に焼け焦げたあとが銭る。内部からは，

17-9 
lV-10区

様の出土はない。上面の径が81x 87cm，深さが61cm，底面径は
9号

62c限。

貯蔵穴の蓋材が放射状に広がり内部に洛ち込んでいる。上面の径が

17-10 
IV-I0区 82 x 91cm，深さは， 58c凪底面径で58cmを測る。断面はU字形であ
]0号

るD

lV-10区 木材と擦が貯蔵穴内に洛ち込み，断函U字形をなす。上商の径が
18←11 
11号 82cm，深さ35cm，底面径が17cmを測る。

二股の枝材と20cml呈の擦が2点貯蔵穴内部に落ち込んでいる。上面

18-12 
IV-I0区

の径で89x 92cm，深さ62cm，底面径が105c湿を部lり.断面は袋状を
12号

呈する。

17 
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IV-7区 (5号) IV-7区(17号)
IV-9区 (4号)
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主旦m 1.0rr、 1.0m 

IV-9医 (6号)

IV-10区 (3号) IV -10区 (11号)

o 1m 

第四国 ドングリ貯蔵穴土層圏

ドングリ貯蔵穴一覧表6

特 徴 特 徴

IV-ll区i貯蔵穴上部は。蓋材が覆い以下は擦が落ち込む。上面の径は， 116 
19-11:'_ "=1 

調査区内で，確認した貯蔵穴で最も最小である。小枝が上面に散乱
IV-ll区|

19-21~'"， "=1し北側に円擦が立つtc状終にある。上面の筏(;1:， 56 x 55c鑑，深さ
l号 1 x 118cm，深さ52c図，底弱径で99cmを測る。断面U字形をなす。 2号 | ーー-

38cm，底面径で54cmを揖IJる。断頭U字形を呈する。

V-2区

自然流路;調査区の北側で河川跡を検出した。 J11栢は，最大35 0 c m，最小200cmで調査区

外の東西方向へ延び、ている。 JII底内からは，弥生時代後期の童形土器の口縁部及び台付聾の底部等が

4 2点出土し，石器は，大型の砥石の外に剥片石器3点が出土している。また，木製品は61点あ

り，この内器種の判明する資料ではヤス・横槌・杭・板材等がある。

河川i跡の北西隅に幅50 c m，長さ 250cmの礁が帯状に延び、た部分について水田の畔で、はない

かとの指摘で精査を行うが10cm程掘り下げると全面が牒層となり現状では畔としては，否定的で

あった。

18 
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第21図 V-2区識査区
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4 遺物

町区は， 1 ~ 2層が，上面に近世陶磁器，土師器，須恵器，弥生式土器，縄文式土器等と石器の出

土があった。近世から古代の遺物は多少出土があったものの量的には，縄文時代晩期の遺物が2/3

以上出土している。

2~2' 層に奈良時代・弥生時代の土器等が出土した。 2b~2c 層は縄文時代晩期の遺物が出土

した。 2b層から検出した住居跡からは，縄文時代晩期後葉の土器161点，石器6点が出土してい

る。 2c~3 層上面にかけての遺物は，縄文時代晩期中葉の浅鉢，壷型土器，打製石斧，磨製石斧，

石鎌等が出土している。また， IV-9区5号貯蔵穴より木製容器とIV 7忍22号とIV-8区2号貯

蔵穴より縄文時代晩期の土器が出土している。

V-2区は，弥生時代後期の費形土器，砥石等が約300点と木製のヤス，横槌，不明木製品等が

6 1点出土している。

W区2層出土土器一覧表 1

図番号 出土地区 特 色 備考 罰番号 出土地区 特 色 備考

3KN-IO区
器形は，直線的に上方に延びる。突帯文は口縁端部下

24-1 
2層

8醐に有L，掬i自は志から左へ切り込みを入れてい
る。器面の外衝にナデ，内面に条痕が残る。

3KN-6区
ロ縁部は，直線的に外皮し，端部1が丸みを持つ。条痕

24-15 
2層

は見られないが，粘土紐の重ね部分は確認できる。内

外ともに黒灰色を祭する。

3KN-5区
ロ縁端部に3-5回程度のお!日の切り込みを行ってい

24-2 る。器形は，口縁部でやや外反気味とし端部は丸みを
2層

持つ。

3KN-IO区
内湾気味に立ち上がる器形をなす。ロ縁端部から

24-3 6mm下と5.2岡下に丸みを持った刻目突帯文を付す。
2層

器函の内外面は条療をナデ消している。

外Bi:気味に直立する口縁部の器形をなす。頚部で屈曲

24-16 
3KN-5区 口縁部がやや外反する。外語には，条護がみとめられ

2層 ないが，内面に浅い条痕か残る。

24-17 
3KN-5区 ロ縁端部が丸みを持つ。胎土は，長石が含まれ，色調 2点接合
2層 Ii明策褐色を呈する。 E童形

3KN-5区
肩部で屈曲し，直線的に内領する浅鉢形の土器の口縁

24-18 部である。口縁端部に丸みを持つ。外面は，磨きがか 浅鉢形
2層

かるが内面はナデで終えている。

24-4 
3KN-9区 する。頚部の屈曲部分に4阻幅の刻自を付す。内面

2層 は，へラ状工具で器面を調整しており，条痕状の整形
24-19 
3KN-9区 内外面を条痕調整している。器形は外湾する劇部から

描本形
2層 肩部で屈曲して立ち上がる。ロ縁端部は丸みを持つ。

痕が残る。 直線的な闘部で属部へ移行し，肩部から隠曲させて短

頚部で内側へ屈曲する。主lJEJ突帯は，ロ縁端部から

24-5 
3KN-5区 6囲下と46岡下に二条をもうけている。笑帯の切り込

2点接合
2層 みは，右側から斜めに入れている。器面調整はへラ状

24-20 
3KN-6区 い頚部からさらに粘土紐を重ねて口縁部を形成する。

浅鉢形
2層 給土は，ill.く 2-3阻角の長石が多く混じる。晩期の

終末期の様相を持った浅鉢形土器である。

工具で整形し，ナデ消している。 丸みを帯びた爾部品、ら屑部で屈曲し，ロ縁部へかけて

刻目は，口縁端部から7阻下と55脚下に付している。 内済する。頚部品、ら外湾して口縁部を形成する。ロ縁

24-6 
3KN-5区 切り込みは，左側からこ条とも行い，切り込みの幅は

9点接合
2層 最大4田最小3闘である。器形は，劇部品、ら頚部が内

24-21 
3KN-6区 端部は膨らみを持って丸く納める。施文は外面の口縁 2点接合
2層・2・E雪 部に繕2臨程度の沈線を 1本巡らしている。器面の調 浅鉢形

t脅し頭部で屈曲して口縁部へ延びる。 整は，全体に磨きをかけていたと思われるが，風化の

3KN-9区
刻目は，ロ縁端部と端部から46固に有する。切り込み

24-7 は， 2阻-3闘である。ロ縁端部を水平になし，器函は
2層

ナテ繋形を施している。弥生時代の所産であろう。

N-5区に単独で埋設されていた土器である。頚部か

ため部分的に克られ，多くは器商がザうつく。

器形は，続部が直線的に外反し，肩部で屈曲させる。

24-22 
3KN-9区 肩部から頚部にかけては，内傾し口縁部でやや外反す 4点接合
2層 る。口縁端部は，外側へ憾み出しによって形成され 識字形

ら上については，耕作による間平を受けて消失したも る。器函は，内外面を演し調整している。

のと思われる。器形は，底部端に張りがあり，外湾し

24-8 
3KN-5区 ながら立ち上がる。外面の器函謁繋は.条後整形後に

21i雪 器函の凸回をナデ調整している。内面は，条痕整形を

3KN-9区
直線的な関部から，肩部で水平に屈曲し，頚部から口

2点銭合
24-23 縁部へ直線的に立ち上がる。口縁t岩部に丸みをもち器
2層

喜重は，演し調整。
浅鉢形

外商よりさらに滑らかに調整する。焼成良好でよく焼 器形lま，直線的な腕部から周部へ移行し，関部で底的

き締まっている。色調は，内外語ともに明るい赤栂色

を呈し外商は煤の付着か認められる。
24-24 
3KN-9区 して口縁部を形成する。ロ縁端部は断面白角形とな 2点接合
2層 る。器面の調整は内外面を演しによる軍事きで繋形す 浅鉢形

底部は，劇部片の近くに出土したもので，向個体と る。色調は，外面が赤褐色，内面は，黒色を呈する。

考えられる資料である。底部径が7.4c密機密sに張りが

24-9 
3KN-5区 ある。劇部は外湾しながら立ち上がり頚部でやや屈曲

2層 して，ロ縁部か直上に延びる。口縁端部は，丸みを持

3KN-5区
組織痕土器の関部で，屈曲する部分に菱形の施文

25-25 (4盟国)を有する。飴土やや経いがよく焼き締まる。
2層

明確に認められないが内部に浅い条痕が残る。

つ。器面の調整は，内外面に条痕を残す。ロ縁下に外

径8阻，内径3阻の補修孔有す。

24-10 
3KN-9区

(外み湾出気鰍し味fたこに{作乍立り牡印としカが仇器、在醤言調繋は条痕とナテデ企繋形を1行Tな
2点倭合

2麗 う。黒丸遺跡の土器の特色に結晶片岩を給土に入れた

3KN-9区
関部に文織の施文があり，肩部の屈曲で器内が厚みを

25-26 ます。色調は内外面ともに黒色を呈する。器産喜は，ナ 篇目状圧痕
2層

テ整形を行う。

25-27 
3KN-6区 25より施文幅が狭い (3四)変形を~する。内面ナデ

網白状圧痕
2層 整形で色調は，黄灰色を内外面呈する。

土器が出土するが，そのl点である。

3KN-6区
器商調整は，内外部に条痕を残す。条疫の方向は，償

24-11 と斜めから行っている。劇部下端に，爪状の押さえが
2層

残る。

3KN-5区 結接部が丸みをもっため押圧部分が円形に並ぶ。上部 網目状圧痕
25-28 
2層 は，肩部の屈曲部となり純文がない。 2点媛合

25-29 
3KN..;;区 1四鶴橋の横糸を5閏間隔の縦糸で緩み込んでいる。

驚目状圧痕
2層 魚請は，内外面ともに黒色を呈する。

24-12 
3KIV-l0区 外部に条痩文を内面は，ナテ整形をしている。口縁が

2層 やや外反し織部に丸みを持つ。

24-13 3KN-6区
口縁部が外反し，端部が丸みを持つ。外面は条痕整

形，内面はナテ整形を行う。

24-14 
3KN-6区 ロ縁部で外反し，端部に丸みを持つ。外面は条痕を残

2点接合
2層 し内面はナテ整形をffう。器面にザラつきがある。

3KN-6区
底径10.4cm，外底部の中央がやや凹む。底部が張り腕

25-30 部へ移行する。劇部に条痕調整の痕跡有り。色調は，
2層

黄色を呈している。

3KN-6区
結晶片岩を胎土に混入し焼成している。底部に，厚み

25-31 を持ち端部1が広がり張っている。色調は，外留が赤み
2層

を持ち，内面は茶褐色を呈する。

-21-
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第25図 2/嘗出土縄文~弥生時代の土器②

W区2・2'層出土土器一覧表2
爵番号 出土地区 特 色 備考

底部と劇部のi寛に刻目突帯文を貼り付ける。刻自の切

25-32 
3KIV-6区 り込み賄縞3回，胎土に 1間程のft石を多く混入す
2層 る。底端部から中央へ向かつて8皿で剖む。色調は，

赤褐色を呈する。

25-33 
3KIV-IO区結晶片岩(3..)を胎土に混入している。底需品部の張
2層 りが30ほど克られない。色弱は，赤f昌也を呈する。

3KIV-5区
籾の庄痕が底部に2点残る。飴土は紐く 3闘角の長石

25-34 が混入する。淡黄色の色調を呈L，底端部の張りがな 初の庄痕
2層

〈関部へ移行する。

3KIV-5区
外底部が，上げ底になる。外底端部からl.lc隠までを

25-35 接地面にし，高台状に底部を形成する。色調は，赤f昌
2層

色を呈する。

25-36 
3KIV-6区 35と同様の荷台状の底部を形成し，上げ底をなす。

2点接合
2層・2'層

3KIV-9区
高台状に底部を形成 (8回)し，綾地面から 3c祖凶

25-37 
2層

む。色調は，赤1!.l!5を呈し関部に条痕の整形療を有
する。

3KIV -6区
ロ縁端部と端部T下に5c.のt1J日を有する。器形は，口

25-38 縁が内傾気味に移行し端部で外反する。色調は，灰
2閤

白色を呈する。

3KIV-5区
口縁端部の直下にt1J白を付す。五IJ日は，右側からへラ

25-39 
2層

状工具で鰭3闘の切り込みを入れる。胸部は，ハケ目
調整を行う。口縁部で外反する。

3KIV-6区
ロ縁封書部と2.4c狙下に五lJ日を付している。ロ縁部lま，

25-40 
2層 I~外酬函呈すを一る周巡らして形成する。色調は，精黒茶悦

25-41 
3KIV-6区 断面三角形のロ縁端部に刻呂と 5c.下に釦IJElを付す。
2層 器形は内湾しつつ口縁部へ移行する。

3KIV -7区 土器形成後に，口縁部に一周巡らす粘土紐を貼り付け
25-42 て端部にt1JElを付す。刻日は左右から切り込みを幅
2層

4闘で行う

25-43 
3KIV-5区 断面三角形の口縁部を有L，平坦な口縁端部をなして

8点接合
2層 いる。続部にわずかにハケ臼整形を確認できる。

図書号 出土地区 特 色 備考

25-44 
3KIV-7区 査形土器口縁部。器形は，内領しつつ口縁部へ延び口

2層 縁から外反する。

25-45 
3KIV-5区 ロ縁部が厚仁中央部がやや凹むものの平湿な口縁部

弥生中期
2層 である。淡黄色を呈する。

26-46 
3KIV-5区 荷台内に砂積み跡があり，紬楽は高台内のみに掛から 猪口
2層 ないが鈍く白い紬薬を内外にかける。 17世紀中

3KIV-5区 土鐙。長軸3.8c.，径が6図径を測る。色調は，明賛
26-47 
2層 色。

26-48 
3KIV-8区 ヘラ切り整形のごl:ff事器血。底部から丸みを持って立ち

2層潰乱 上がる。淡白色をE呈する。

26-49 
3KIV-8区 ヘラ切り整形の土師器服。 48よりやや直線的に立ち上

2層滋乱 がる。淡白色を呈する。

26-50 
3KIV-5区 内面を黒色にした黒色土器A類である。荷台は，貼り
2層 付けの高台としている。

3KIV-6区 器高6.5c盈，口径14.9c.。荷台径8c闘を混同。口径に

2層・ 比較して高台径が約 1/2程度である。高台は，接地

26-51 土境1・ 面がハの字形をなし高台から劇部下位で屈曲し立ち 5点接点
8区2層償 上がり，外方ヘロ縁部が延びる。ロ縁端部li，丸〈納
乱 める。

口縁部下5聞と3.2四に突帯文を貼り付ける。苦言形

lま，直線的に外方へ延び層部で屈曲し，内領して口縁

27-1 
3KIV-7区

部へ移行する。口縁部直上を平沼になす。突帯のおj百
2・層

は， 5阻晶唱で{乍出している。器面の内外面ともにザ

うっき輪積の跡がある。

穏形lま，直線的に外反L，ロ縁織部品、ら59阻下に突帯

27-2 
3KIV-9区

を付す。刻自の施文カ所で欠損する。器面の調整は，
2'層

ナデによる整形で内外面ともにザラっく。

- 23-
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第26図 2層出土歴史時代の土器③

N区2' ・2b層出土土器一覧表3
図番号 出土地区 特 色 備考 図番号 出土地区 特 色

口縁端部から 2mm下と5.8mmに突帯文を付す。刻自の 湾曲する劇部から屑部へ移行し，さらに口縁部へ内湾
隔は2阻間隔で切り込みを上下ともに行っている。

2H 
3KIV-6区 器形は，口縁部がやや内傾ぎみである。飴土は綴密な
2'層 粘土を用いて器面にザラつきがない。器商の整形は，

3KIV -10区
している。刻包は。口縁端部と端部下4.5cmにおi目を

28-2 
2b層p72

入れる。切り込み婚は5阻。 ti.右から切り込む。器面
の謁整は内外面ともに条痕整形をliうが，内面は，ロ

外ITnが条痕をナデ消す。内部は指による押さえナデを 縁下2.3cmをナテr仕上げしている。
行い色調は，婿茶色を主主する。

口縁端部から2田下に突帯文を有する。切り込みは，

3KIV-10区
2阻間隔で行っている。胎土に3回程度の長石が多く

27-4 含まれる。外面に粗い条痕が残る。内面は，指ナデに
2'層

よる整形。器形は。内傾さみに立ち上がり端部で直立

する。

27←5 
3KIV -61R 組織痕土器の胸部片。屈曲部を境に上部を薦目.下部F苦日圧痕
2'層 を鰐日で施文する。 網目庄痕

1 c園間隔で，押圧部にへこみが左から右側へ斜liす

27-6 
3KIV-8区 る。これに反L，1皿の細い凶みのラインが右から左

常目庄痩2・層 側へ斜行している。屈曲部上位は，黒色で下部は。黄

灰色を呈する。

27-7 
3KIV-6区 組織痕土器。 1皿間隔のラインが左右に波を打つ胸部

常呂圧痕2'層 片。

27-8 
3KIV-6区 I回にも満たない網自治、菱形状に抑圧されている。内

網目圧痕2・層 函は，黄茶色外語l土，黒色を呈する。

27-9 
3KIV-6区 細い線刻のある土器。

Z‘層

直線的に延びる闘部から肩部で屈曲し，口縁部へ内鎖

3KIV-7区
しつつ移行し，口縁部は直立する。刻自突帯文は，ロ

28-3 
2b層p61

縁部下と4.7cm下の肩部に付している。 mJEIの幅は，

7阻あり，丸みを持っている。器面は条痕をナデ消し

て整形する。

内i脅した口縁部を有L，口縁端部から3阻下に刻呂突

28-4 
3KIV-7区 手持を付している。刻目の編は， 5m図。丸みを持った刻
2b層p54 目である器面は，内外面ともにナデ調整を行ってい

る。

4と向僚の資料で口縁端部4回に突帯文を有L，ロ縁

28-5 
3KIV-7区 から3.1c回に突帯文を付している。器形は肩部で屈曲

2b層p39 L，口縁部は直線的に内傾する。口唇部li，平i呈な{乍

りをしている

内湾さみに関部から口縁部へ移行する。羽IJElIま，ロ縁

28-6 
3KIV-8区 端部に lカ所縄文している。切り込みの隔は4回，右
2b層 斜めから行う。器面の整形は，外面は翰積の状態のま

ま内面は，条痕とナデによる調整を行っている。

3KIV-6区
浅鉢形の土器。屑部で屈曲して口縁が垂直に立ち上が

27-10 る。口唇部は，平坦となす。飴土に 2-3悶の長石を
2'層

含むが焼成堅卒。

3KIV-8区
直線的な口縁部のま岩に羽i目を施す。刻目の隠は。 2.

28-7 
2b層p97

5mm有る。切り込みは，浅く左右から行う。内面は，

条在至。外笥はナデ調整をiiう。

3KIV-6区 [鉢が形，土内器外部のミーチユ茶ア製色品を皇。 見土問器の血底部様ではある
27-11 ともに灰 しザラっく。平
2'層

t自となし闘部は外方へ延び口縁部でさらに外反する。

3KIV-7区
ロ縁下3阻に主IJEI突帯を有する。切り込み錨は.

28-8 
2b層p135

4阻で丸みを持つ切り込みである。直線的に口縁部へ

延び施文部分でやや外反する器形である。

3KIV-6区
ロ縁部に山形の粘土貼り付け突起が想定される土器

27←12 片。器形は育部で屈曲して口縁部が外湾する形状をな
2'層

す。器函に条痕整形を施す。

3KIV-7区
口縁端部に主IIEIを有する。刻臼幅は， 3四の切り込み

28-9 を右側から行う。器函護形は，外面が条痕，内言語をナ
2b層pZ70

デ調整iiう

27-13 
3KIV -61R 底部を平坦にした貼り付け円盤底である。錦部の張り
2'層 はさほどない。

27-14 
3KIV-6区 底部は，円鐙貼付をなす。 13ほどの厚みを持たない。

2点、接合2'層

無頚室。口縁は，山形をなし層部に細い沈線を本

3KIV-9区
口縁下4.5固と4.6c図にJ(IJEIを付す。切り込みは 1mm以

28-10 下で，外面ナテ¥内面は口縁下2.8c悶をナデ，以下を
2b層p230

条痕調整している。

28→11 
3KIV-9区 ロ縁端部に刻目を有する。稿は2皿の切り込みを入れ
2b層pl95 る。器笛の調整はナテ繋形している。

27-15 
3KIV-6区 巡らす。沈線以下に，外径l.4cm，内径6mm補修孔を

2'層 穿っている。胎土は，綴密な枯土を使用し焼成堅牢で

ある。

3KIV-1O区
口縁端部に刻自を有する。錨2阻の切り込みが連続し

28-12 
2b層

て巡る。外面は演しにより，滑らかだが内面は，条痕

の後ナデ務整のため器面がザラっく。

3KIV -61R 
外部全面に丹塗りを施L，内面は。口綾部下2c図程度

27-16 まで丹の付着がある。器形は，長い頭部品、重線的に内 4点接合2守層
傾し，口縁部で外反する。

27-17 
3KIV-6区 日縁部で外反する童形土器。赤色顔料の丹を使用して
2'層 いるようだが鼠化して明瞭でない。

27-18 
3KIV-6区 ロ縁部がやや垂下きみとなす護形土器。給土に3mm!呈

2'層 の長石が幾っか観察できる。

27-19 
3KIV-7区 口縁部か丸くなる童形土器。器函がザうつく。

2'層

3KIV-8区
円錐形をした重のミニチュア製品。中央部に5四の穿

27-20 孔を有する。よく締まった焼きをし下部は平坦にな
2'層

す。色認は，灰黄色と黒色が半々にある。

27-21 
3KIV-6区 如意形口縁の端部にmJ目を付ける。外言語は，黄茶色，
2・層 内面灰茶色を呈する。

苦言形は，内湾して口縁部へ延びる。ロ縁部は平田と

3KIV-7区
し鵡部に刻日と下Iこ3.8c図でま日j呂突帯文を結り付け

27-22 ている。器面は粗いハケ整形を左から右へ斜iiさせて 2点f妾合2・層
いる。内面は.口縁下に2cm程を紹いハケの後にナデ

消している。

直線的にやや外反する器形をなす。 mJ自の幅は3mm程

28-13 
3KIV-8区 度。ロ縁端部に粘土紐を貼り付け刻自の施文を施す。
2b層p55 外面は淡黄褐色内面は暗黄茶?島色を呈する。胎土に

金雲母混入。

比較的直線的に劇部から外方へ延び，口縁は曾やや外

28-14 
3KLV -9区 反する。刻白は口縁端部と口縁下7.3c副こ付す。切り

2b層p160込みは5-3皿としている。器面の整形は，内外面と

もに粗い条痕調整を行っている。

3KIV-9区
ロ縁下4臨に突帯文を施す。刻Bの揺は3四，左右か

28-15 
2b層p379

ら切り込みを入れている。比較的綴密な粘土を使用

L，器面の潰しを丁寧にしていて滑らかである。

3KIV -8区
ロ縁下4四に刻自突手詩文を有する。刻自の樋は2mm，

28-16 友から右へ斜iTする切り込みを行う。口唇部がやや外
2b層

反する。

肩部で屈曲して。口縁部へ内傾さみに移行し，口縁部

3KIV -9区
は極端に外反する。 mJEIは。口縁下2阻と5.2岡下の

28-17 2カ所に有する。切り込みは上部の突帯が6四間編，
2b層p345

肩部の切り込み騒が6mmで肩部突帯文が丸みを持つ。

3KIV-8区
直線的に外方へ延びる納部からロ縁部で外反する。口

27-23 唇部はナテ'による整形で中央がやや凹む。器酪は，ハ
2'層

ケ目整形，内聞はナテ整形としている。

整形はナデ調整。

28-18 
3KIV-6区 刻包の大きさが均等になし編4-2皿ある。屑部か
2b層p6 ら劇部にかけての土器片である。

3KIV-6区
直線的に上方へ延ひロ縁部をE互に外反させる。口縁端

27-24 部に刻臼を付ける。外面の風化進行のため整形状況不
2'層

明。内面ナテ整形を行っている。

3KIV -7区
頭部で外湾L，口縁が内傾さみに立ち上がる。口縁部

28-19 は，該itした沈線が5-6本途切れがちに巡らす。器
2b層plOOI

面の調整はナデと演しを行い滑らかである。

屑部から屈曲L.口縁部へ内領する器形をなす。口縁

直下と端部より6.3cmlこそれぞれ到JEI突帯文を付す。

28-1 
3KIV-9区 切り込みの編は上がへラ状の工呉で4問。下が爪状の

3点接合
2b層p360丸みを持った切り込みを5四間隔で刻んでいる。器函

の調整は，条痕の後に演しを内外面行っている。色調

li，外商が赤茶渇色内面は淡黄色を呈する。

3KIV-9区
直線的な飼部から内湾して，口綾部)1に移行する。篠修

28-20 孔lカ所あり外径で8四，内径で3阻，器墜が比較的
2b層p500

薄く 5四程度である。器面はナテ整形。

飴土に結品片岩粒を混ぜ焼成している。内湾して，口

28-21 
3KIV-9区

縁部に移行する形態である。口縁端部は丸みを持つ。
2b層p167

器面{ま.外面が条痕，内部はナデ調整を行う。
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備考

2点接合

4点接合

2点接合

日点銭合

深鉢形
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第27図 2'層出土縄文~弥生時代の土器④

W区26層・遺構出土土器一覧表4
図番号 出土地区 特 色

3KIV-10区内湾しつつ口縁部へ移行する。粘土の重ね部分が残
28-22 
2b題p48 る。器面調整は内外面を演しによって滑らかにしてい

る。

28-23 3KIV-IOIR 
浅い沈線を口縁部に3本巡らす。口縁端部は丸〈納め

2b層p65 る。内面の調整はナテ整形。

3KIV-1I1R 
胎土に結晶片岩を混入している。器形は，内袴しつつ

2点縫合28-24 口縁部へ移行する。器函は外面を粗い指ナデ整形.内
2b層p6

面は演しにより滑らかな調整を行っている。

3KIV-1I区
縄目を意識したような爪による連続列点状文を巡ら

結晶片岩を
28-25 す。器形は，内t脅する口縁部となり，ロ縁端部は，尖
2b層

りさみに納める。 混入

3KIV-6区 直線的な関部品、らやや内I寄ぎみの口縁部へ移行する。
28-26 
2b層p63

器商の調笠は.!旨ナテ?と押さえで行ない，内面は演し

調整を行う。
給土に結晶片岩を混入。直線的な爾部からやや内湾き

28-27 
3KIV-1I区 みに口縁部へ移行する。器形整形時の粘土紐の穣み上
2b層p3 げの繋ぎめを指によって押さえナデている。内面演し

調整。

3百四日区 外す面る沈に斜行する沈線を引き， これに1.2cm間隔で分断
28-28 線を入れた文様を付している。内外部ともに.
2b層p39

器部は演しにより滑らかである。

28-29 3KIV -6区2
直線的に籾部から口縁部へ移行する。器商議整は条痕

b層住pl7lをナデ消しし内面は演し調整を行う。

外反する関部から補修孔部分より内湾ぎみにを口縁行部う。へ

29-30 
3KIV-7区 移行する。外面は条痕整形し内部はナデ調整

8点接合
2b層pll2 目立つほとではないが結品片岩を胎土に混入し焼成し

ている。

胸部から外方しつつ口縁部に向かって内僚ぎみとな

29-31 
3KIV-9区 る。口答部は平坦となす。外面は斜行する条痕の上を

5点接合
2b層p84 横伎の条痕でさらに器部謁整を行う。内面は条痕とナ

デによる整形行う。

3KIV-61孟
外面は，粘土帯の重ね部を指ナデによって紐〈繋形

29-32 し内面は潰しによる丁寧な調整を行っている。外反 2点接合2b1NpS5.86 
ぎみの口縁部である。

29-33 3KIV-6区
外反さみの口縁部で外商に粗い条痕を施す。ロ縁端部

2b層p44 は丸〈納める。内面はナデ調整行う。

29-34 
3KIV→9区 外反する口縁部。外商は条痕をナデ消し，内面は演し
2b層p139調整を行う。胎土に結晶片岩混入する。

3KIV-9区
外反する口縁部。外面は指押さえとへフ状工具による

29-35 認整が認められる。内面は，演しによる調整。口縁端
2b層pl24

i切に膨らみを持つ。

29-36 
3KIV -8区 外反する口縁部である。屈曲部に総織1痕が残る。器面 寵自条圧痕
2b層 調整は内外商に潰しによる調繋を行う。 2点接合

3KIV-9区
屈曲部の屑部上位に沈線を巡らし屑部から頭部へ内
傾し頚部から口縁部へ外反する。口唇部は丸く納め

29-37 2b層p1l5.る。外部は条痕謁整L.内面はナデ整形を行う。給土 4点後合
108 116 に結晶片岩を混入している。

包番号 出土地区 特 色 備考

3K刊一9t(2b外部は条痕を演し，ナデ調整を行い。補修孔2儲を有
29-38 制p20.50. し，外径2cm.内傾B阻国をiff'Jる。色調は，稽茶黒色を 8点接合
7.6.8.238 外面呈し，内面は暗黄灰色を呈する。

29-39 
3KIV-7t(2b 給土に結晶片岩混入。直線的に外反する器形をなす。

2点復合
!Mp256.245 ロ唇部に丸みを持つ。ナデ演し調整を行う。

3KIV-7区
外底面を演しによって滑らかに整形。胎土は細かい粘

29-40 土を使用し底端部がやや張り関部へ移行。全面に演し 底部
2b層p285

整形を行う。

29-41 
3KIV-1I区 結晶片岩混入。外底面に大型の海獣骨を台に使用して

2点接合2b層pl3 製作しており，脊椎の形か残る。

29-42 3KIV-1I1R 
外底面を平t旦となす。端部の張りはあまりなく劇部へ

4点倭合2b層p31 移行する。指押さえ謁整の後ナテ整形する。

29-43 
3KIV-7区 凸凹のある外底面をなす。断面の厚みがさほどなく鯛
2b層p335部へ移行する。器商全面にひひが入る。

29-44 
3KIV-9T(2b 底部の厚みは，中心部で7固と非常に薄い作りをして

3点接合!MpI4.19.53 いる。底織部に丸みを持って胸部へ移行する。

3KIV -7区
底部に凸凹がある。底端部から張りきPみに立ち上がり

29-45 籾部へ移行する。指押さえによる外面整形で内面はナ
2b層p265

デ調整。

29-46 
3KIV→10区 厚みのある台形状の底部である。外底面及び外面は漬

2点接合2b層 しとナデ調整を行っている。

29-47 
3KIV-10区 海い断面の底部をなし底端部から劇部へ直線的に外
2b層p32 方へ延ひる。網部外面に条疫を残す。

1号住居跡から出土する。関部l丸内湾吉みに上方へ

29-48 
3KIV-6区2b延び，肩部でやや外湾しつつ口縁部へ移行する。ロ唇

1 'Hi所跡
肘-2CIi 部は丸く納める。外面は粗い条復整形とし内面はナ

デ調整を行う。

29-49 
3K刊 61主2b外面は組い条痕整形とし，内面はナテ'調整を行う。柄 1 ~;.日lil跡
仔j-2C(J 部から外湾して口縁部へ移行する。

3KIV→6区
口縁部か大きく外反し，口唇部は粘土帯を積み重ねた

29-50 浅鉢形の土器としている。謁撃は，内外面ともに潰し I ~}f i')，il跡
2b層pl41

によって器面調整を行っている。

3KIV-61K2b 48. 49どちらかfのE底い部ナデと思整わ形れる。て外い面る。は組い条部援が護張
29-51 形とし，内面は とし 底繍 1 ~ j(i:J.tJ跨
制-2Cfi'

らずに内湾する籾部へ移行する。

29-52 
3KIV-6区2b底端部がやや張りぎみに内湾し劇部へ移行する。底部

1 ~}fH'l跡
!Mp15Z.l60 と腕部の境に条痕繋形を行う。

3KlV-5区 外底面の中央部に凸凹があるが，器産百は演しにより滑 l号集石
29-53 
l号集石

らかである。外底端部に丸みを持って腕部へ移行す
2点接合

る。

3KIV-81ズ貯
底部と胸部の境にmJ白突帯文を付す土器片。刻目の問

29-54 隔は. 5mm.右側から切り込みを入れる。色調は，暗
成穴ーlUj

茶祷色。

30-55 
3KlV -9区 直線的に外方へ延びる口縁部である。器産量は，条痕を

2b層p59 漬して滑らかにし内面は条壌を組くナデ調整する。

- 25-
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第四国 2 b層 (31~47) ・住居跡 (48~52) ・ 1 号集石 (53) ・貯蔵穴 (54) ・出土土器⑥
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第30国 2 b層出土縄文時代の土器⑦
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IV8区2b層出土土器一覧表5
第31図 2 b層出土縄文~弥生時代の土器⑧

図番号 出土地区 特 色 備考

3KlV-9区 爾部から内湾ぎみに口縁部へ移行する。ロ唇部丸<I!'I 
30-56 2b層p441， める。外語は，へラ状工具でナデ潰しをliう。内部は
447 ナデ調整。

30-57 
3KlV-I0区 内す。湾口し縁た部瞬に間ilに条直立(縞す2る口5縁m部mを)積のみ沈上線げを浅巡鯨らすと。な

2b層p89
内外の器函に陸軍きかかる。

内湾した関部品、頚部へ移行し!頚部から口縁部へ直に立

30-58 
3KlV-8区 ち上がる。口縁部の外語に l条 (2，5mm)沈線と
2b層pl08内衝の頚部に lmm以下の沈線を巡らす。内外の器面

に磨きかかる。

30-59 
3KlV-I0区外反し，口縁部へ移行する。口縁部外面に l条
2b溜p17 (3mm)の沈線を巡らした黒色研磨土器。

30-60 3KlV-6区
肩部から頭部へ大きく外皮L，口縁部は 段粘土紐を 3点後合

2b層p1l8積み重ねて形成する。ロ縁端部は，丸く納めた研磨土
器である。

3KlV-9区 内湾した胸部から肩で屈曲し，頚部へ移行する。ロ縁 浅鉢形
30-61 2b層p395，部はさらに屈曲して立ち上がる。ロ縁部の外磁に l条
396 (3mm)の沈線を巡らした黒色研磨土器。

30-62 3KlV-6iZ 口唇部上にリボン条突起を付し，口縁下に lmmの絢
2b層p79 い沈線を巡らす。内外商ともにナデ調整をliう。

3KlV-7区 内湾した劇部から屑部で屈曲し，ロ縁部を形成する。 2点接合
30-63 2b層p345，口縁部内面に3mmの沈線を1条巡らす。器E耳は演し
342 整形で研磨は行っていない。

耳目V-7・a豆頚部が長〈外反L，口縁部に丸みを持つ。口縁部の外
30-64 
2b層'p4

国に3mmの沈線を 1条巡らした黒色研磨土器であ
る。

内湾する駒郡から屈曲し外反する口縁部の器形をな

3KlV-6区 す。口縁部外面に lmm以下の細い沈線を 1条巡ら
30-65 
2b麗p66 す。外面は，磨きがかかるが内面は，ナデ調整であ

る。

3KlV-9区
内湾した関部から尽臨し，口縁部へ移行する。口縁部 乙鳳f韮包

30-66 
2b震p54

に丸みを持ち外部に3mmの沈線を 1条巡らす。内面
は，演しによる器面の調整を行う。

3KlV-7区
頚部が長〈外反し，ロ縁部へ移行する。口縁部内蘭に

30-67 一条沈線を巡らす。綴密な粘土を使用L，器面は，漬
2b層p43

し調整を1Tう。

3KlV-I0区
直線的な胸部から調部で屈曲し，短く内領して口縁部

30-68 へ移行する。口縁端部は外へ機み出すように形成。内
2b層p37

外面を演し調整で器面を終えている。

30-69 3KlV -6区
内湾した劇部から外反して，口縁部を形成する。内外

」一…
2b層p87

包番号 出土地区 特 色 備考

30-70 
3KlV-ll区 屈曲した肩部から内反してロ縁部へ移行する。ロ縁端 3点接合
2b層 部は丸〈納める。内外面をナデ調笠し器函ザラっく。

30-71 
3KlV-I0区 肩部の隠曲があまりなく口縁部で外反する。内外言語と

30-72 

2b層p18 もにナデ調整の器面としている。
3KlV-7区 層部から屈曲し，口縁部で外反する。内外面をあまい
2b層p144演しで器面調整を終えている。

3KlV-9区
肩部で屈曲し，口縁部で外反する。口縁端部がややま監

30-73 
2b層p295

下ぎみとなる。内外面にあまい器匿の演しを行ってい

る。

3KlV-8区 内湾ぎみに移行する腕部片。色調は，外面が赤褐色，
30-74 
2b層p28

内面が暗黄赤色。内外面ともにあまい演しの器商調整 2点後合

を行う。

3KlV-7区
湾出しつつ口縁部へ移行する。ロ縁部の内面に 1cm 

30-75 
2b層
1呈度の平湿な厚みを持たせている。器麗は，内外面と
もに演し調繋。

3KlV-9区 童形土器の口縁部。内傾する潟部から望真部で立ち上が
30-76 
2b層p297 り，口縁部は外反し，端部を丸く納める。内外部はあ

まい潰しの器調整としている。

山形の口縁部を 1カ所にもうけ雨織を波状に造る。底
部端部の張りはなく外湾した関部から屈曲した層部へ

3KlV-6区
至。肩部は山形の口縁を中心とした部分の両砲に小さ

30-77 な突起を2カ所設け，関部から屈曲し外反した頚部端 2点媛合
2b層p37

にlカ所補修者Lを穿つ。山形の口縁部の内外に 1条の
浅い沈線を有している。器面の調整(;1:，外面ナデ，内

l!iiを演しで整形している。

直線的に外皮し延びる胸部から関部を内湾させ口縁部

30-78 
3KlV-1O区 へ移行する。口唇部を平坦にしロ縁端部は摘み出した
2b層p81 形状をなす。外面は，演しの整形とし内面は演しによ

って磨きがかかる。内外面ともに黒色を呈する。

3KlV-9区
鉢形ニt器の底部。外底函の凸田がはげしい。底端部

30-79 
2b層p430

は，張りがなく関部へ移行する。器罰の外面は指押さ

え，内面はナデ認整を行う。

30-80 
3KlV-1O区 鉢形土器の底部。底端から胸部へ移行する。内外部と

2b層 もに黒色を呈する。器面謁整lまあまい潰しをliう。
鉢形土器。底部径が5，5 cmで中央がややくぼむ。

30-81 
3KlV-9区 底端部の張りはあまりなく 6mm程度で立ち上がり，
2b層p134 内湾する劇部へ移行する。器面は内外ともにあまい潰

し調整を行っている。

3KlV-7区
結晶片岩の混入が胎土に認められる。底端部がやや張

30-82 
2b層p332

って翻部へ移行する。外簡は111い条痕，内部は条痕を
ナテ消し調整を施している。

- 29-
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第32図 2 c層出土縄文時代の土器⑨
IV区2b・2c層出土土器一覧表6
図番号 出土地区 特 色 備考 図番号 出土地区 特 {5 備考

3KIV-1O区
底端部からそのまま劇部へ移行する鉢形土器の底部。

30-83 
2b層 外底面の中央部がややくぼむ。器衝の謁繋は内外とも

31-97 
3KIV~7区 如意形の口縁部を形成する。口縁鵠部に右から左へ斜
2b層p277 行する刻目を付す。内外の器面1;1，ナデ鶏繋をlTう。

に演し調整を行う。色請は，黒色を呈する。

30-84 3KIV-lOJR 
平底に近い丸底である。器商はナデ調撃を行う。

2b層p79

3KIV-7区 平底に近い丸底。外面の翰積形成痕をナデと演しで消
30-85 2b麗p239，す。外証言が茶筒色，内面lま， ~黒色を呈する。
146，237 

3KIV-7区
頚部品、らロ縁部にかけて屈曲し，ロ縁部やや内傾して

30-86 立ち上がる。結晶片岩を粉末状にして飴土に混入し焼2点後合2b層p292
成している。器面1;1，外面に条痕，内面ナデ弱整を行う。

3KIV-9JR 
頚部が直線的に外方へ延び.ロ縁部で厚みを増し内傾

30-87 ぎみとなる。ロ縁部の外面に二条の沈線が巡る。器面2点接合2b層p132
の謁整は内外ともにあまい演しをlTう。

3KIV-7区
如意形口縁部を形成。ロ縁端部に左右から 2mm幅の

31-98 
2b層p214

切り込みを入れる。内外の器産量は，ナデ謁撃としてい

る。

3KIV-7区
直線的に外反して延びた腕部から，外反する口縁部へ

31-99 2b層pl06 移行して行く。口縁下織部にtJJ尽を有する。外面はハ
ケ自，内面は，ハケ目調撃をナテ'消している。

3KIV -7区
内湾する口縁部に，刻目突帯を張付る。刻目は，左か

31-1∞ ら切り込み，樋3mmを担IJる。器001ま内外面ともにナ
2b層

デ調整を行う。

32-1 3KIV-8区
やや窃歯する頚部から口縁部品、直に立ち上がる。口縁

浅鉢形2c層p176 織部に丸みを持つ。苦言麗は，内外部ナデ演し調襲。

3KIV-8区
長い頚部が外反L，ロ縁部に山形のリボンを付す。器
函の外面lま，条痕による整形，内面はナデ調整を行

30~88 2b層plO，
う。胎土に結晶片岩を混入する。色調Iま，外面が黒

4点接合
19 

色。内面は精黄色を呈している。

3KIV-7区
給品片岩を胎土に混入。外面1;1，粗い状痕と指押さ

31-89 え。内部は条痕をナデ誇繋する。器形は関部が内湾
2b層p180

し。頚部で外反する。ロ縁端部を平t自になす。
層部で湾曲し頚部は外湾ぎみに立ち上がり口縁端部で

3KIV -9区 外反する。口端端部は丸みをもっ。器面は条痕繋形
31-90 2b層pl，2， 

後，ナデ演しによって調整を外面lTう。内面は，ナデ3，239 
による調整を行う。

3KIV-8区 直線的に延びた続部から肩部で屈践し頭部で外反し

32-2 2c層p161・て口縁部でさらに外反ぎみに立ち上がる。ロ縁部は，
2b層p49， 騒3mmの回線が巡る。器面は，磨きと演しによって
47，48，44 滑らかである。

3KIV-8区
内湾する関部からロ縁部へ移行する。口縁部に1.

32-3 5mm憾の沈線を2本巡らす。器産宣は，内外面を演し
2c層p191

によって研磨されている。

3KIV-8区
内湾する劇部に直に立ち上がる口縁部を付す。ロ縁部

32-4 
2c層p232

内面に2mmの沈線がI条巡る。内外証言ともに器函は

ナデ謁整を行う。

3KIV-9区
局部で屈曲し，頚部でやや外反L，口縁部へ移行す

31-91 る。口縁部は丸みを有する。外面ナデ，内面は組い条2点接合2b層p137
痕整形とする。

3KIV-6区
屈曲する箆部を形成し頚部で外湾する。器面は，条

31-92 疫整形を行ない，内面はナデ整形をしている。胎土に
2b層p1l4

結晶片岩を混入している。

3KIV-9区
ザボン状突起を貼付た土器片。外面は，条痕整形をな

31-93 し内証言はナデ調整をlTう。胎土にま吉品片岩を混入す
2b層p121

る。

3KIV-I0区
リボン状突起を貼付た土器片。外面の屈曲部上に一条

31-94 の沈線を配する。器面調整は，内外面ともにナデ調整2b層p23
を行う。

3KIV-8区
丸底の組織痕土器である。議包状庄痕を付す。縦長に

31-95 5mm間隔をおいて結節を生じ，底部中央部は指押さ 純白状圧復2b層
えによる整形とし内面は，ナデ調整をlTう。

32-5 3KIV-8区
劇部品、ら層部にかけ湾曲し，外反するロ縁部を付す。

2c層p185 ロ縁部を丸〈納める。器面は，ナテ整形を行う。

32-6 
3KIV-8区 内傾する頭部品、ら口縁部の境で外反する。口縁部は，
2c層p220 丸みを持ち内外言語の器屈をナデ調整している。

3KIV-lOJR 
頚部と口縁部の境でやや屈曲し，口縁部は直に立ち上

32-7 がる。口縁部の外童話に3条の沈線を配する。器00は，
2c層p57

ナデ謁整をlTう。

3KIV-8区
胎土に結晶片岩を混入する。器形は，腕部から直線的

32-8 に外方へ延び，口綾部で厚みをi普し内湾する。器面
2c層p236

は，内外語ともに条痕調整を行う。

3KIV-6区 直線的に外方へ延びた関部からさらにロ縁部で外反す
32-9 2c層p254・る。口縁端部を平坦になす。内外面の言奇襲は，ナデ整
253 形を行なう。

内湾ぎみに関部から口縁部へ移行する。ロ縁端部は丸

右から友へ斜lTする籍呂状圧痕を有す。結節部は

31-96 
3KIV~9区 3mm間隔で器部につく。内簡はナデ調整とする肩部飽白状圧痕2b題p334

の破片である。

32-10 
3KIV-8区 〈納める。器産百は，tl!い条復調整をlTう。内面は粘土
2c層p150 積みを指による押さえナテ整形を行う。内函にカ ボ

ンが付着する。

- 30-
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第33図 V-2区河川跡問辺(1~9. 15) ・河川跡内 (10~14)出土土器⑩

W区2c層・V区出土土器一覧表7

図番号 出土地区 持 色 備考

3KIV -8区
関部品、ら緩やかに内湾し，屑部で屈曲し頚部で外反

32-11 
2c層p154・し口縁部へ延びる。口縁端部は，丸みを持つ。外面指

157・159・による押さえ，内面はナデ演しを行なう。外面は肩部
160 

から上にカーボンの付着あり。

院部は直線的に外方に延び，ロ縁部でやや内傾する。

3KIV -8区 口縁端部は指による繋形で外匝lに檎みだした形とな
32-12 
2c層p159 る。外面は.指による押さえとナデ演し調整を行う。

3点棲合

内面にカ ポンの付着を認める。

一 31

図番号 出土地区 特 色 備考

3KIV-6区
直線的に関部から口縁部へ移行する。口縁端部は。丸

32-13 
2c層Jp242

みを持つ。外函に条痕による整形をナテ'消している。

内面は，ナテ調整し胎土に結品片岩を混入する。

3KIV-6区 外底面の中央部がやや膨らみをもち，底端部が張りぎ

32-14 2c層Jp239みに立ち上がり胸部へ移行する。劇部は，条痕詞を行

234・229 う。内面は，ナデ調整し，器面に凸凹が目立つ。

直線的に延ひ子こ瞬部からL字形の口縁部へ移行する。

3KV-2区 口縁部は，内端からやや上向きに外線へ移行し端部を
33-1 
p20 丸く納める。外留に縦位と1黄位のハケ白調整を行って

いる。



V区出土土器一覧表8

図番号 出土地区 特 色 備考 図書号 出土地区 特 色 備考

33-2 
3KY-2区 内湾する腕部から水平に形成した口縁部へ移行する。
p9 外面にわずかにハケ白整形を認める。

33-3 
3KY-2区 直線的な関部品、ら平坦で厚みのある口縁部へ移行す
p28 る。外面に縦位のハケ巨整形残す。

内湾した関部から外反する口縁部を有する器形をな

河川跡内 | 33-10 
3KY-2区 す。ロ縁部は，長〈外湾した器形をし端部を丸く納
p69 める。口縁部に丹を塗布している。調繋は，ナデ繋形

としている。

3KY-2区
1条のこ角突帯を劇部に貼り付け，内湾する胸部から

33-4 
p30 

下端部に膨らみを持った口縁部へ移行する。器商は，

ナテ整形する。

内湾した劇部から外反する口縁部へ移行する。ロ縁部

3KY-2区 は10ほどの長い口縁部でないが，外反し，端部を丸
33-11 
p56 く納める。外面は.*田いハケEI.内面は粗いハケ自の

河川跡内

33-5 
3KY-2区 平坦な口縁部を有する高杯。内外面の色調は，明赤、黄

p60 色を呈し，ハケ告がわずかに認められる。

33-6 
3KY-2区 鋸端部に浅い凹線を巡らした高杯の胸部である。内外
p19 面は，淡黄赤色を呈する。

33-7 
3KY-2区 やや上げ底吉みの底部。瞬部全面にハケ自をつける。

pll 内面にハケ巨の調整が一部認められる。

調整をナテ整形する。

33-12 
3KY-2区 聞をなす外底面から外湾する続部へ移行する。外面に

河川跡内
p53・36 縦位の調整痕が残る。内面は，ナデ整形である。

内湾する関部から外反して口縁部へ移行する。器面は

33-13 
3KY-2区

ナデ整形を行なう。類部が短くロ縁部は，さらに外反 河川跡内
p52・46

し端部は丸〈納める。

33-8 
3KY-2区 底部の中央部やや凹む。膨らみを持った闘部をなす。

pl0 外面は，演しによって滑らかとなる。

内湾する肩部から直立した頚部へ移行し，ロ縁部で外

3KY-2区
台付翌の底部。外底面の中央部が膨らむ。底端部は丸

33-14 みを持って直線的に内領して立ち上がり，劇部へ移行 作1111跡内
p49 

する。外面はハケ自調整，内函は，煤の付着がある。

33-9 
3KY-2区 反する。頚部に暗文を有す。また肩部は，丹を塗布し
p15 

ている。内面は演しを了寧にi'fって滑らか。
3KY-2区 瓦質の鉢。外面に櫛儲か残る。

33-15 
p77 

東揺系

~ i ~ a~ ，~ ~例制刺
5 

毒事 j 母(e~d@ 。。 6cm 
9 m _- 11 ~ 

15 

。 16 ζ二二二コ 第34図 1・2層(撹乱)出土石器①

W区 1・2層出土石器 1覧表9

図番号 出土地区 特 色 備考 図書号 出土地区 特 色

34-1 
3KIV-9区 石銭。脚が短<.f住地な整形手引i離を行う。平蓋銭に近

黒曜石カij， い。
3KIV-6区 石銭。正面は側縁から整形!j¥l)離を行うが，裏面は主要

34-2 黒曜石カ)jン 事i総面をそのまま残す。

正面は，左右から整形勢j離を施し裏面は，左側縁に

34-3 
3KIV-3区

整形リタッチを加え，裏面は基部を中心に調整リタッ 黒曜石1層

34-9 
3KIV-8区 縦長剥j片の正面ti側縁に使用擦が残る。裏証言は，主要

黒曜石
カ)jン 剥i総面を残す。

34-10 
3KIV-8区 縦長事l片の右側縁の正面に使用痕のリタッチを認め

黒曜石カ)jン る。刃器。

34-11 
3KIV←6区 爪形をした小型掻器。下部の正裏面に刃部を有してい ハザ質安山
2層紗7ン る。 岩

34-12 
3KIV-6区 四角形をなす事l片石器。調整事]離は素材の局聞にリタ

黒曜石
2層力)jン ッチ調整を行う。

チを加え両縁に簡単なリ夕、ノチ作業を行っている。

3KIV-6区 正面の左側縁に，挟り調整官j離を行う。裳面は先織部
34-4 カij， に調整剥離をi'fう。 黒曜石

34-13 
3KIV→9区 台形を棄し，刃部を正面下部に持つ。主要事j離lluを残

黒曜石カ)jン す。

34-14 
3KIV-6区 訣り調整加工をi'fい一日月形をなす。裏面は.主要事i

黒覇軍石カ)jン 離に留める。

3KIV-5区 正面の左側縁に調整事j離を行い刃部を形成。裳面は自
34-5 
l層

黒曜石
然面を残す。

3KIV-l0区 正面に3力所フル テング事l離を行う。裏面の左側に
34-6 黒曜石
11冨 ザタッチをi'fい下部に訣りリタッチの調整施す。

3KIV-8区
正面は，自然面除去手j離を行う。裏証言は，主要事l離面

34-7 カ)j， を残し下端部両縁に細かいリタッチ調整をする。 黒曜石

3KIV-6区
磨製石斧を転用してスクレイパ としている。疋面は

34-15 研ぎにより滑らかで，裏面は両面1)縁の上下から打撃し 71ルンhイ).
2層紗うン

て事l離調整を行う。

3KIV-5区
打製石斧。正面の上部と左側縁に階段状の!j¥l)離を施

34-16 す。右側縁は，欠損する。裏面は，右側縁のみ調整君i安山岩
I層

離を行う。控訴面は，四角形を呈する。

3KIV-6区 右鍾。短鞍の前倒j縁に挟りを入れて紐鱒かりとしてい
結晶片岩34-17 

2層b)j，る。
」

32 



町区遺構・ 2'層出土石器一覧表 10 

~~ mの
2 

図番号

35-1 

35-2 

35-3 

qj 35-4 35-5 
39-1 

4 
39-2 

o 5cm 

3 

ーー--ミミミp

第35図遺構出土石器 (5は1/6)①

W区2' ・2b層出土石器一覧表 11 

図番号 出土地区 特 色

39-10 
3KIV-9区 上部に鋸筒状の調整剥離をほどこし，下部は友右から
2'層 の調整~J離で突起状の先綾部を作出している。

3KIV-9区
上部の両織に突起~の作出が認められる。下部li，自1

39-11 
2'層 縁からの調整剥撲で尖る形状となる。下部織は，使用

のため摩耗する。

39-12 
3KIV-9区 下部に微細な刃こぼれを残す事l片石器。
2'層

39-13 
3KIV-9区 左側縁に訣りを入れた~J片石器。
2'嵐

39-14 
3KIV-9区 右側縁に微細な使用痕のあるま'J片石器。
2'層

39-15 
3KIV-9区 右側縁に徴宇田な使用療のある~J片石器。
2'層

39-16 
3KIV-6区 石核剥片のチップ片。右側に調整復か残る。
2'層

39-11 
3KIV-9区 縦長事i片の省側首iに微細な調整剥離を施す。
2・層

39-18 
3KIV-9区 縦長~J片の右側縁に調整事!離を11'う。
2・層

39-19 
3KIV-6区 左目rJ縁に使用痕のある君!片石器。
2・層

3KIV-9区 右側縁に微細な事l離のある事j片石器。
39-20 
2'層

39-21 
3KIV-1区 おiJlrJ縁に微細な使用痕のある石器。
2'層

39-22 
3KIV-9区 石核調童書科書まのま'J片。
2・層

39-23 
3KIV-91R 石核調整事l離の~)片。
2'層

39-24 
3KIV-8(玄 下部に微細な使用痕ある石器。

2'層

39-25 
3KIV-9区 上下に調整剥離を行った商r)器。裳面は，自然面を残
2'層 す。

39-26 
3KIV→8区 裏面に徴紛な~J離を行った時rJ器。
2・層

39-21 
3KIV-6区 下部に微細な使用痕のある石器。

2・層

39-3 

39-4 

39-5 

39-6 

39-1 

39-8 

39-9 

備考 図番号

黒曜石 39-28 

11カイト
39-29 

39-30 

黒曜石

39-31 

黒曜石

39-32 

黒喜重石

39-33 

黒曜石

39-34 

黒曜石

39-35 

黒曜石

39-36 

黒曜石

黒曜石
39-31 

黒曜石 39-38 

黒証霊石 39←39 

黒曜石 39-40 

黒曜石 39-41 

黒E重石 39-42 

黒言霊石 40-1 

黒5霊石 40-2 

黒寝石 40-3 

- 33-

出土地区 特 色

3KIV-5区 縦長ませ片の左側縁部に使用債を認める。裏簡は，主要
i号集石 革rJ離を残す。
3KIV-5区 左目rj縁にま居状刃部を形成する。裏面は，主要事踏まで終
1号集石 えている。

3KIV-6区 領王手打裂石斧。正裏面に両側緩から粗い調整事l離を施

土墳l す。下部を欠損する。

3KIV-6区 i扇平n製石斧。 3と悶様の剥離方法で石器を形成し，
土壌l 正裏面ともに中央部が平1J:!な断面四角形を呈する。

3KIV-6区 中央に回を有する。白石。長さ 20c m，厚さ 11. 
2b層Js21 5 cm。下部は欠損する。(安山岩)

3KIV-9区 挟り幅の広い石銭。 F耳目rJ縁と決り部分の三方向から中
2・麗 心部へ向かって押圧剥離を繰り返し行う。

3KIV -9区 半透明な石材に，押任事l離を連続して石銭を形成す
2・霞 る。断面がカマポコ形を呈する。

両脚を欠損する石録。小型の部類に入る資料で，調繋
3KIV -9区

は侠i縁から中心部へ押圧事j離を繰り返す。断面li，凸2・層
レンズ状を翠す。

3KIV -9区 挟りが浅く爪形状を望する。先端部に鋭利な角度がな
2・層 L、。

3KIV-91R 基部の決りがなく，先端部の鋭利な作り出しも見られ
2・層 ない。断言語は凸レンズ状をなす。

3KIV-8区 偏平な華'J片銭。周辺にわずかな整形剥離を施す。
2'層

3KIV-9区 正宣言の友田i縁の闘がない石銭。用途泊、石鱗でなく別な
2・層 器種とも考えられる。

3KIV-1区 上下両端部が下がり，形状はポイント形をなす。下部
2'層 の基部を，幾分偏平に作出している。

3KIV -8区 1黄長毒剤j片を利用した再rJ器。裏面の中位から上位にかけ
2'層 て調整~J離を行う。

出土地区 特 色

3KIV -1区 下部に微細な使用痕ある石器。
2・糧

3KIV-9区 石核言者整事j離の華'J片。
2'盾

3KIV-9区 下部に微細な使用痕のある郡片石苦言。
2・層

3KIV→9区 下部に微細な使用震のある剥i片石器。
2'層

3KIV -6区 情円形を呈した掻器。
2'層

3KIV-1区 上部と下部から事i片剥離の作業を行う。下部を2カ所
2・層 から剥離し断扇舟底形を呈する。

3KIV -6区 局間から 30mm程度の剥片を亀の甲縫状に利吉取る
2・層 作業を連続して行った石核。

3KIV -8区 石庖了。上部鵠のエッジは丸く磨き上げ，やや外側へ
2'層 反りぎみに作出する。穿孔を lカ所穣認できる。

3KIV -9区 石庖了。両刃をなし刃部のエッジが内済する。
2・庖

3KIV-1区
刃部が使用によって欠けた状態にある。全面にわたっ

2'層 て研ぎだしを了寧に行っている。断面は，やや偏平な

楕円形を呈する。

3KIV-6区 正面の右側縁に事i離整形が認められる削器。
2'膚

3KIV-6区 短冊形の打製石斧。左目rJに厚みがあり，階段状言明離を
2・層 集中している。右側縁は.大きな事l離で調整を11'う。

3KIV -9区 両国rJ縁から階段状剥離の謁撃で打製石斧を形成してい
2・層 る。

3KIV-6区 石鍾。長勅と短勅の両端に4カ所の打撃を加えた熊石
2'層 鍾。

3KIV-6区 円擦の側面に使用部分が認められる。また，両上下函

2・層 l土研ぎがかかり滑らかである。

3KIV-1O区 関lが短く続長の形態をなす。認整~J離は，銭状に両酔j
2b盾s4 tまから11'っている。

3KIV-8区 編広の腕部をなし断面は偏平なレンズ~を呈する。
2b層s5 調整は，徴縮な鱗状の剥離を施している。

3KIV-1区 五角形を呈した石銭。下部の訣りが浅くまた広くなっ

2b層s1 ている。

備考

黒曜石

ハ1)質安山岩

安山岩

安山岩

住居跡の中
央部品出土

黒曜石

黒濯石

打力イト

黒曜石

黒耳霊石

行方イト

黒曜石

黒曜石

~)カイト

備考

黒曜石

黒覇軍石

黒曜石

黒曜石

りカイト

黒Z冨石

サヌカイト

硬質砂岩

粘板岩

蛇文岩

す1カイト

玄武岩

玄武岩

安山岩

安山岩

黒曜石

黒曜石

黒曜石
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第37図 2層出土石器②
W区2b層出土石器一覧表12
国番号 地区番号 特 飽 備考

40-4 3KIV-ll区 鋸歯状の僚i縁を持った石銭。基部は直線的に{乍出して 黒曜石
2b層s5 いる。

40-5 3KIV-7区 上下にクラックを生じた模形石器。
黒稽石

2b層

3KIV -6区
縦長約片の向。jlJ縁を鱗状に調整事j献を連続させ石槍状

40-6 の石銭を作出する。裏面は，一部調整を行うが主要事i黒曜石土績2
離面を残す。

40-7 3KIV-9区 下部に微細な使用痕を残す事j片石器。 黒曜石
2-2b層

40-8 
3KIV -7区 左側縁に石核言電整事l離を持った事l片。 黒E重石
2-2b層

40-9 3KIV-7区 縦長言明片の右側縁にノソチ状の認整事j離を一部行って 黒曜石
2b層s80 いる。

40-10 
3KIV -9区 宕側縁に石核調整で生じた剥離痕を持った君!片。

黒曜石
2b層s4

40-11 
3KIV-9区 下部の左側縁から謁整剥離を行ってドリル状の刃部を

黒曜石
2b層 形成する。

40-12 3KW37区4 石核より剥離された事i片。 黒曜石2b層s

114 

119 

団往診
12.5 

10cm 

図番号 地区番号 特 色 備考

40-13 
3KIV-9区 右側縁に使用療のある!J¥iJ片。裏面は，主要事!離面を残

黒曜石2b層 す。

40-14 
3KIV-8区 1i.担l縁に使用痕のある!J¥iJ片。裏面は，主要剥離面を残

黒曜石2b膚s17 す。

40-15 3KIV-9区
右側縁にノッチを有する事i片石器。裏面は，主要事j離

黒曜石
2b層 面を残している。

3KIV-9区 両信IJ縁に使用箆のある剥片。裏面は，主要事!総面を残
40-16 2b層s58

す。
黒曜石

3KIV-l1区 下部に使用痕のある事l片。畏面は，主要事i雛函を残
黒曜石40-17 2b層s12 す。

3KIV-8区 右側縁に微細なリタッチのある剥j片。墨面は.主要事l
黒曜石40-18 2b層sll 離面を残す。

3KIV-9lR 左側縁に使用療のある郡片。畏留は，主婆事j離面を残
黒曜石40-19 2b層 す。

3KIV-l0lR 右目IJ縁に徴細な調整剥離のある事i片。裏面は，主要事l
黒曜石40-20 2-2b層 離部を残す。

35 -
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第37図 2・層出土石器①

W区2b躍出土石器一覧表13
図書号 地区番号 特 色 備考 留番号 地区番号 特 色

40-21 
3KIV-7区

石核より剥離された事j片。 黒曜石
2b層sl

40-26 
3KIV -9区

下部に微細な使用痕のある事l片。
2b層s72

40-22 
3KIV-5区

石核より~矯tされた事l片。 黒曜石
2層

40-27 
3KIV-11区

下部こ徽田な譲繋~mがある。石核から剥離した剥片。
2b層sl

40-23 
3KIV-IIIR 

石核より量暗証された剥l片。 黒証書石
2b層

40-28 
3KIV -11区

左目IJ縁に調整~J離を行う。裏面は，主要事i離を残す。
2b層s13

40-24 
3KIV-9区

石核より剥離された剥片。左側縁に調整事j総痕あり。 黒曜石
2b層

40-29 
3KIV -8区

左側Hこ使用痕のある剥片。裏面は，主要事l離函を残す。
2b層s14

40253~K2Wb-層9区2右側縁に使用痕あり。裏面は，主要剥離面を残す。 黒曜石 40-30 
3KIV -9区

右目i縁に微細なリタッチのある剥j片。
2b層s35

37 -

39 

10cm 

儲考

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石
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IV区2b層出土石器一覧表14

字〈 1劇
図書号地区番号 特 色 備考

40-3KN-I0 墨面の右側縁に微細なリタッチのある事l片。 祭曜石
31 区2b窟

40-3KN-9区
石核より剥離させた事i片。 黒曜石

32 2b層s12

40-3KN-I0 
下部に調整事l離を施した剥片。 黒曜石

33 区2-2b。 6cm 

2 

4 
40-3KN-ll 上部に微細なリタッチを行う事l片。 黒E霊石
34 1Z2b層89

40-3KN-8区 上部に微細な調整事l離を行う核器。 黒曜石
35 2b層86

40-3KN-ll 
3カ所より事i片を剥離した断面三角形の石核。 黒曜石

36 1Z2b層

40 3KN-ll 左側から下面に~)離調繋した事l片。 黒曜石
37 区2b層

40-3KN-9区 全局に調整骨l離を施した~)片石器。 黒曜石
38 2b層s20

5 

40-3KN-7区 石核より剥離された剥片ロ 黒曜石39 2b層320

40 3KN-9区 縦長~)片の上頂部から左右に加撃し彫刀面を 黒曜石
40 2-2b層 作出する。

o 5cm - 40 3KN-9区 左側縁部に調整~)離を行って刃部を形成した郭l
黒曜石41 2-2b盾 片石器。

40-3KN-61Z 下部に微細なリタッチを施し刃部を形成する ハリ質

第42図 2 c層出土石器① S 
42 2b扇 剥i片。 安山岩

W区2b • 2 c層出土石器一覧表15

図番号 地区番号 特 色 備考 留番号 地区番号 4寺 色 備考

40-43 3KIV-7区 下部先端の右側にリタッチ調撃を施す。 黒曜石2b層s38
41-63 
3KN-ll区 下部に膨らみを持った打製石斧である。周辺は，階段

安山岩
2b信 状華1)離によって形成される。

40-44 
3KN-8区 裏面の左側に微細な刃こぼれを生じた郡片。

黒礎石
2b層 41-64 

3KN-ll区 偏平な際を用いて刃部を丸<(乍出する。両自!縁から階
安山岩

40-45 
3KN-I0区 石核から剥離された剥l片。

黒E重石
2-2b層

2b麗 段状事l離を行ってn製石斧を形成する。

41-65 
3KN-9区 刃部が摩耗して丸みを持つ。全周にわたって階段状剥

玄武岩

40-46 
3KN-9区 右側縁に刃こぼれを生じた使用痕ある事l片。

黒曜石
2b層s79

40-47 
3KN-IO区 裏面に微細な剥離を施した君!片石器。

サヌカイト
2b層s6

2b麗s5 縦を行っている。

41-66 
3KN-7区 刃i絡が摩耗して丸みを持つ。全周にわたって階段状剥

安山岩
2-2b層 離を行っている。

40-48 
3KN-8区 右側縁に謁整華1)離をiiい刃部を形成した事l片石器。

黒曜石
2b層sl

41-67 
3KN-6区 両側縁から階段状事陪監を行う。大型の偏平打製石斧。

安山岩
2b麗J814

40-49 
3KN-9区 左右の側縁に使用痕のある事i片。

黒礎石
2b層s62 41-68 

3KN→7区 周辺に細かい調整剥!離を行った偏平打製石斧。
安山岩

2b溜s5

3KN-7区
断面三角形を呈する。向田i縁から剥離し，裏面は上部

40-50 
2b層sl3 から一撃でカットされた石核片である。 黒曜石 41-69 

3KN-ll区 周辺に階段状剥離を両側と刃部縁からliった偏平打製
玄武岩

2b層 石斧。

40-51 
3KN-7区 下部に微細な調整事l離方、残る。 黒曜石
2b層

41-70 
3KN-6区 周辺に儲段状剥離を両国fと刃部縁から行った偏平n製

安山岩
2b盾J813 石斧。

40-52 
3KN-I0区 左側から下面に~)離調整した剥片。

黒曜石
2b層

40-53 
3KN-7区 :tî0l')に微細な~)離か残る。 黒曜石
2b層s108

40-54 
3K 左側に微細な剥裁か残る。

黒曜石
2b層

3KN-7区
左似顔と正面及び畏商品、ら事l片を~)離し上部をカッ

40-55 
2-2b層 トした石核。 黒証書石

3KN←11区
大きな剥離の後に右側縁に細かな調整剥離を行い，石

41-56 
2b層sl1 器を形成した模被石器。

サヌカイト

3KN-I0区 正面と裏面及び側面1をスリによって平坦にしたスリ
安山岩41-71 

2b層s16 石。

3KN-6区 砥石。両端がへこみ，中央部がやや高い。使用した位
li'J岩41-72 

2b層sl 霞による消耗部分の変化が認められる。

3KN-6区 円傑の側面を使用したスリ石。
41-73 結晶片岩
2b層J820

3KN-9区 全面的に滑らかな円様で下部側面に一部叩きによる使
硬質砂岩41-74 

2b層s18 用が認められる。

3KN-I0区 側面を全局にわたって使用する。
41-75 
2b層s15

結晶片岩

3KN-ll区
01
'
)縁部から事l離謁整し，舌状ポイントを形成する。裳

41-57 
2b層811 面も同様の~)離をliっている。右側lは欠損する。 サヌカイト

3KN-9区 両側縁から下部に向かつて調整剥離を行いドリルを作
42-1 
2c盾8102

黒曜石
出している。

41←58 
3KN-7区 上部に微細な調整剥離を施した時1)器。

サヌカイト
2-2b層

3KN-8区 縦長剥i片の両側縁に使用痕のある言明片石器。
42-2 
2c層s19

黒E霊石

3KN-7区
上部の左側縁に調整事l離をliう。 58と同様の大型の

41-59 
2b題829

同1)器。 サヌカイト
3KN-9区 右側縁に使用痕のある剥片石器。

42-3 
2c層s68

黒濯石

41-60 132bZ層I刊815区 両側縁より剥離を連続させてn製石斧を形作る。 玄武岩
3KN-9区 上部に調整事i離を施した掻器。

42-4 
2c層s65

黒曜石

3KN-8区
刃部を九刃にし，全面を研ぎ出す。刃部と基部の福は

41-61 
2b層s8 あまり差のない形状をなす。断面は，楕円形をなす。

蛇文岩
3KN-9区 F耳側縁に~)離を行った打製石斧。

42-5 
2c層s64

玄武岩

41-62 
3KN←9区 下部の刃部周辺は，使用のため剥離面が丸みを持つ。

玄武岩
2b層s45 剥離は，階段状事j離で全周を調整して打製石斧を形成

3KN-6区 騒が狭く身の長い磨製石斧。研ぎは，全面に行われず
42-6 
2c層J820 高主打痕が残る。刃部は欠損している。

硬質liJ岩

40 -
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第43臨 V-2区2・3層出土石器 (19はyち)

IV区・ V区出土木器一覧表17

10 

V-2区出土石器一覧表16

図番号 地区番号 特 i"， 備考

43-1 
3KY-2区 先端部が鈍角をなし左側の脚の作出がない石銭。

黒耀石
2層

43-2 
3KY-2区 尖端部と決り官官が直線状になく，折れ曲がった形状で

サヌカイト
2層 石践を作出した!l¥i)片石録。

43-3 
3KY-2区 挟りが浅く，幅広く作出し脚の短い石銭。

黒曜石
2層

43-4 
3KY-2区 小型の石銭類。事l離調整は丁寧に行ってバランスがと

サヌカイト
3層 れる。腕を長めに作出している。

43-5 
3KY-2区 闘が長く尖織にあまり鋭利さがない石銭。搾庄剥離を

黒曜石
3層 両民1)縁から繰り返して石器を形成する。

43-6 
3KY-2区 左側縁に微細なリタッチのある剥片石器。

黒曜石
1薗

43-7 
3KY-2区 Z正面j縁に調整剥離を行って刃部を形成する。

チャ ト石
1層

43-8 
3KY-2区 裏面の右目i縁に事l離を1'fい刃部を形成する。

黒寝石
3層

43-9 
3KY-2区 左側縁に細かなリタッチ調整か残る。 ハリ質

3層上部 安山岩

43-10 
3KY-2区 左右側縁に使用痕がある事l片石器。

3層
黒曜石

43-11 
3KY-2区 河田f縁に使用痕がある!l¥i)片石器。

l層
黒曜石

3KY-2区 下部に細かいリタッチで刃部を形成する事i片。 黒曜石
43-12 

(灰黒色)3層

3KY-2区 左側片に君!離を施しfこませ片。
43-13 
2層

黒曜石

3KY-2区 上部に調整剥離を1'fう事j片石器。
43-14 黒曜石
2麗

3KY-2区 両側面の正裏面を研きだした磨製石斧。
43-15 
2層

f占仮岩

3KY-2区 両側の正裏面及び上面を研ぎ長方形をなす片刃磨製石
43-16 f占仮岩
2層 斧。

3KY-2区 両刃の磨製石斧。裏面に使用による刃こぼれを観察す
43-17 
l層

蛇文岩
る。

沈下2区 挟入片刃磨製石斧。刃部を欠くが左側と正裏面及び差
43-18 
3・層 部ともによく研さだし挟りの長さ16.5凪幅19闘を前回。

f占仮岩

3KY-2区 溝内より出土の砥石。使用により中央部が凶み.右側
43-19 
sl には2カ所に快りを入れた特殊な使用を行っている。

砂守当

19 

図書号 地区番号 特 i"， 備考

木製容器は，様4点で押さえ込まれるように出土し

た。器高が22. 5 c m，口径31. 4 c m，断面の

厚み最大2. 5 c m，底部でO. 8 c m，底筏が

13. 5 cmをil{1)る。内面の首1)り婦は， 1. 9cmで

3KIV-9区 上部から下部へ連続して背1)り込みを行っている。外面

44-1 ドングリ は，犠5c mX縦3. 9 c mの削り痕が横方向に行わ
貯蔵穴5号 れている。口縁部は，平沼に開1)りだしている。底部も

平坦である。底部端から腕部の立ち上がりで器肉に厚

みを増して，内湾ぎみに口縁部へ移行する。色調は，

内面が黒色，外面は取り上げ時が暗赤褐色その後に黒

茶色に変色する。

長さ 24. 7 c m，摩さ O. 95 c mを測る。削りを

44-2 
3KY-2区 全体に{子い先立高を尖らせる。断面は，円形に角をつけ籍
潜，-10

た状態を呈する。基部は，平坦に削り出す。

長さ 35. 1 c m，先端の径5c m，柄の径が2.

3KY-2区 5 cmを測る。時1)り痕は明瞭でないが柄から続部へ移
44-3 
溝，-8 行する部分にわずかに削りだしが認められ，この部分

横儲

より太くなる。全体に滑らかで先端を丸〈整形する。

現存長33. 3 c m，柄の径3. 6 cmを協同。腕部

44-4 
3KY-2区 と先端を欠失しているため長さと胸部径については，
議.-53

不明であるが3を一回り大きくした横泊である。

腕部断面がニ角形を呈する。長さ 37c m，劇部径が

3KY-2区 4. 4 cmを測る。木材を綴に再1)いて分割し杭として
44-5 
溝.-15 いる。カット痕は先端部に残る。またカット部分に火抗

を受11焼け焦げた部分が認められる。

現存長が54. 7 c m，径が3. 9 cmを測る。下部

3KY-2区 は， 2カ所から鋭利にカットされカット幅は 3.
44-6 
議官51 5 c m，長さ 5. 2 cmを測る。上部は，先端部分を

一部欠失するが2カ所からカットとしている。

長さ 47c m，幅は最大で 2O. 9 c m，最小で

12. 5 c mまた厚みは，最大3c m，最小で l

44-7 
3KY-2区 lcmを測る。正面は，両織が外にやや反りさみにカ
溝.-36

ットされ，裏面は自然樹皮が付き丸みを持つ。このほ

かカァト留は上部右側に認められる。

長さ 43cm，幅11. 2cmを測る。鍬状木製品と

考えられるが，友田i辺下部のエッジが生きており器種

については断定できない。上部には，縦が 5.

3KY-2区 3 cm，横5. 2 cm，厚さ 2. 4 cmの四角形をし
44-8 
溝.-47 た突起を作出している。全体的に弓形に砲がり上下の

板材

端部を丸く形成している。左側は， 5mm程度の段が

突起部から下部にかけて，削り出しの加工が認められ

る。

- 41 
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第44図 IV-9 区 5~守ドングリ貯蔵穴( 1 )・ V-2 区河川 i跡出土木器 (2~8)

置まとめ

平成 7 年度の調査地点は，縄文時代晩期の遺構・遺物を 2b~2c 層から主に検出し，弥生・奈良

時代の遺物をW区の 2~2' 層やV-2 区の小・河川跡の堆積から出土している。

w区の遺構は，先にも記述したようにIV-5区で集石・埋聾， IV-6区で縄文時代晩期の住居跡を

検出した。また， IV-7 区~ 1 1区にかけては，縄文時代晩期のドングリ貯蔵穴を 62基発見し，県

下ではこれまでに縄文時代から弥生時代にかけて 6遺跡で発見されていたが，検出基数としては最も

多く，その規模は縄文時代晩期の遺跡では全国的にも最大規模であった。

ドングリ貯蔵穴を検出した地区全体を3層上面で検証すると，町一 7・8区が東西方向に貯蔵穴を

設費し， IV-9~11 区は，南北方向に配置している状況が認められる。また， IV-9・10区にか

けては東側が空白状況に置かれ，この部分は 3 層のドシグ 1) 貯蔵穴検出面の周辺より lO~20cm

程の高まりをなしており，遺物の出土が減少している。本来ドングリ貯蔵穴は湧水などのある水際に

設置しており， ドングリ貯蔵穴を検出していない部分についてはあまり水に浸らない場所にあたり

-42 -



ドングリ貯蔵穴部分は常に水に浸っていた部分であったと考えられる。このために，湿地帯での作業

がしやすいように道として町一 7区15号ドングリ貯歳穴周辺の東西方向に横たわる巨木を利用して

いた可能性が考えられる。

ドングリ貯蔵穴の特色をあげると，九州地方では初めてクリの実を貯蔵したIV-7区16号ドング

リ貯蔵穴を検出し， IV-9区の 5号ドングリ貯蔵穴からは盤状の木製容器が出土している。またIV'-

9区の3号ドングリ貯蔵穴は，イチイガシの実が手つかずの状態、で検出したことが上げられる。

次にドングリ貯蔵穴の構造は，断面がフラスコ状とU字状の形態があり，径は上面が 1m前後で、底

面径が 60~80cmを測るものが平均的な大きさとなっている。また，墳の掘り込みは約 60~

80cm程度で'6 窟の際層を 10~20cm穿っている。貯蔵穴の周囲は，円礁で囲み貯蔵穴を木材

と枝材によって蓋をしていたことが検出状況から判斬された。なお，円礁による囲みが集中して見ら

れた地区は，町一 8区にある。貯蔵穴の蓋は，木材を利用して四角形に太い丸材で囲み枝材で壌の全

面を覆うものと，大小の木材や技材で覆うものが認められた。またこれらの蓋材が水によって流失し

ないよう重石として乗せられていた円牒が，貯蔵穴に落ち込んだ状況が認められた。

V区の遺構は， v-2区の調査北側に自然河川の流路を検出し， JII幅は最大で35 0 c m，最小で
200cmあり調査区外の東西方向へ延ひ‘ている。河川の堆積層からは，弥生時代後期の土器・石

器・木器等の遺物が出土している。

遺物は，縄文時代晩期の土器がW区全体の調査で主体を占め，組織痕や刻目突帯文及び条痕のある

深鉢形土器と口縁部で屈曲する浅鉢形土器が2' ・2b層から出土している。 2c層は，口縁部に沈

線を付した土器や器面全体に条痕調整を施した深鉢形と黒色研磨の浅鉢形土器が出土している。石器

は，扇平打製石斧・磨製石斧・柳葉形石鎌・スクレイパ一等が晩期の土器に伴って出土している。木

器は， IV-9区のドングリ貯蔵穴5号から木製容器の出土があった。弥生時代の石器では，摩耗した

石庖丁の破片が2点出土している。

V-2区は，弥生時代中期の土器が自然河川跡外から出土し，河川跡内からは弥生時代後期の聾形

土器が出土している。石器は，河川跡内から砥石を出土し，阿川跡外からは黒曜石及びサヌカイ卜製

の石鎌が出土している。木製品は，ヤス・横槌・杭・板材・鍬状木製品等が約61点出土している。

調査は，道路建設に伴う路線内において行っており， ドングリ貯蔵穴はさらに数量的には増えるこ

とが想定される。縄文時代晩期は，稲作開始の段階にあり，この時期に大量のドングリ貯蔵穴を確認

したことは，食糧確保の実態、を知るうえで貴重な発見であると同時に黒丸遺跡の集落がかなり大規模

に展開していたことが推定される判断材料となりうるものである。しかしながら，現在のところ縄文

時代晩期の護棺墓地については数基確認されているものの，集落跡の存在については不明の状況であ

り今後の発見に期待されるところである。
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第宮部

自然科学分析



I 長崎県，黒丸遺跡における自然科学分析

1 .黒丸遺跡の植物珪酸体分析
はじめに

株式会社古環境研究所

植物珪酸体は，植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (SiOz)が蓄積したものであり，植物が

枯れたあとも微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分

析は，この微化石を遺跡土壌などから検出する方法であり，イネをはじめとするイネ科栽培植物の同

定および古植生・古環境の推定などに応用されている(杉山， 1987)。

試料

試料は，N-7区5号ドングリピット，N-8区5号ドング 1)ピット， N-g区3号ドングリピットの

覆土から採取された3点，およびN-10区12号ドングリピットから採取された藁状の植物片の計4点で

ある。

分析法

植物珪酸体の抽出と定量は，プラン卜・オパール定量分析法(藤原， 1976)をもとに，次の手順で

行った。

1 )試料の絶乾C1050C・24時間)

2)試料約1gを秤量，ガラスビーズ添加(直径約40μm・約O.02g) 

※電子分析天秤により 1万分の 19の精度で‘秤量

3)電気炉灰化法 (5500C・6時間)による脱有機物処理

4)超音波による分散 (300W・42KHz・10分間)

5)沈底法による微粒子 (20μm以下)除去，乾燥

6)封入剤(オイキット)中に分散，プレパラート作成

7)検鏡・計数

同定は，イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな対象とし， 400倍の偏光顕微鏡下で

行った。計数は，ガラスビーズ{回数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラー卜 1枚分の

精査に相当する。試料19あたりのガラスビーズ個数に，計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数

の比率をかけて，試料19中の植物珪酸体個数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数(機動細胞珪酸体l個あ

たりの植物体乾重，単位:10一切をかけて，単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。

ヒエ属型(ヒエ)の換算係数は8.40，ヨシ属(ヨシ)は6.31，ススキ属型(ススキ)は1.24，ネザサ

節は0.48，クマザサ属はO.75である。

分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い，その結果を表lおよび図 1に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。
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〔イネ科〕

機動細胞由来:ヒエ属型，キビ族型， ジュズ、夕‘、マ属，ヨシ属，ススキ属型(ススキ属など)，ウシ

クサ族， ウシクサ族(大型)， Aタイプ(くさび型)， Bタイプ，ネザサ節型(おもにメダケ属ネザ

サ節)， クマザサ属型(おもにクマザサ属)，タケ亜科(未分類等)

その他:表皮毛起源，棒状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)，茎部起源，地下茎部起源，未分類

等

〔樹木〕

ブナ科(シイ属)， クスノキ科，マンサク科(イスノキ属)，その他

イネ科栽培植物の検討

植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには，イネをはじめオオムギ族

(ムギ類が含まれる)， ヒエ属型(ヒエが含まれる)，キビ族型A(アワが含まれる)， ジュズ、ダマ

属(ハトムギが含まれる)，オヒシパ属(シコクピエが含まれる)，モロコシ属などがある。このう

ち，本遺跡の試料からはヒエ属型とジュズダマ属が検出された。以下に各分類群ごとに栽培の可能性

について考察する。

(1)ヒエ属型

ヒエ属型は， IV-7区5号ドングリピットから検出された。ヒエ属型には栽培種のヒエが含まれる

が，現時点では栽培種とイヌビエなどの野生種とを完全に識別するには至っていない(杉山ほか，

1988)。これは，植物分類上でも両者を識別するのが困難なためである。密度は3，800個jgと比較的

f郎、値であるが， ヒエ属は葉身中における植物珪酸体の密度が低いことから，植物体量としては過大

に評価する必要がある。

以上のことから，遺構周辺でヒエが栽培されていた可能性が考えられるが，イヌピエなどの野・雑

草の可能性も否定できない。青森県三内丸山遺跡(縄文時代前期)ではイヌピエが食糧として利用さ

れていた可能性が指摘されていることから，今回の結果は今後とも注目しておく必要があろう。

(2) ジュズ、ダマ属

ジュズ、夕eマ属は， IV-7区5号ドングリピットから検出された。同属には食用や薬用となるハトム

ギが含まれるが，現時点では栽培種と野草のジュズ、ダマとを完全に識別するには至っていない。ま

た，密度も3，000個jgと比較的低い値であることから，遺構周辺でハトムギが栽培されていた可能性

は考えられるものの，野草のジュズダマに由来するものである可能性も否定できない。

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため，未分類等としたものの中にも栽培種に由来する

ものが含まれている可能性が考えられる。これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題と

したい。なお，植物珪酸体分析で同定される分類群は主にイネ科植物に限定されるため，根菜類など

の畠作物は分析の対象外となっている。

植物珪酸体分析から推定される植生・環境

(1)ドングリピット (IV-7区5号， IV-8区5号， IV-9区3号)

52 



ウシクサ族も比較的多く検出された(図1)。上記以外の分類群では，棒状珪酸体が多量に検出され，

ブナ科およびマンサク科(イスノキ属)， クマザサ属型，ススキ属型，キビ族型やヨシ属，また，

クスノキ科などの樹木起源も検出された。おもな分類群の推定生産量 (図の右側)によ(シイ属)， 

IV-7区5号ドングリピットではヒエ属型やススキ属型も多くなると，全体的にヨシ属が優勢であり，

っていることが分かる。

各ドングリピットの周辺はヨ シ属を主体としてジュズ‘タぉマ属なども見られる湿地以上の結果から，

部分的にススキ属型などが生育する比較的乾燥したところも見られた的な環境であったと考えられ，
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植物珪酸体の顕微鏡写真

におけるプラン 卜・オパール分析の現状と問題点.植生史研究，第2号，

2.黒丸遺跡における花粉分析
試料

試料は， IV-9区3号ドングリピッ トの堆積物である。

方法
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花粉粒の分離抽出は，基本的には中村 (973)を参考にし，試料に以下の順で物理化学処理を施し

て行った。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2 )水洗した後， 0.5mmの簡で際などの大きな粒子を取り除き，沈澱法を用いて砂粒の除去を行う。

3) 25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗した後，氷酢酸によって脱水し，アセ卜リシス処理(無水酢酸9: 1濃硫酸のエルドマン兵

液を加え 1分間湯煎)を施す。

5 )再び氷酢酸を加えた後，水洗を行う。

6 )沈j査に石炭酸フクシンを加えて染色を行い， グリセリンゼリーで封入しプレパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理聞の水洗は， 1500rpm， 2分間の遠心分離を行った後，上澄みを捨てる

という操作を3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに，生物顕微鏡によって300~1000倍で行った。花粉の同定は，島

倉 (973)および中村 (980)をアトラスとし，所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベ

ルによって，科，亜科，属，亜属，節および種のI~皆級で分類した。複数の分類群にまたがるものはノ、

イフン(-)で結んで示した。なお，科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合

はそれらを別の分類群とした。

結果

出現した分類群は，樹木花粉20，樹木花粉と草本花粉を含むもの 2，草本花粉12，シダ植物胞子2

形態の計36である。これらの学名と和名および粒数を表3に示し，主要な分類群を写真に示す。 以下

に出現した分類群を示す。

〔樹木花粉〕

モミ属，ツガ属，マツ属複維管束亜属，ヤマモモ属，サワグルミ，ハンノキ属， クマシデ属ーアサ

ダ， クリーシイ属ーマテパシイ属， コナラ属コナラ亜属， コナラ属アカガシ亜属，ニレ属一ケヤキ，

エノキ属 ムクノキ，サンショウ属，モチノキ属，ツバキ属，グミ属， ミズキ属，ハイノキ属，モク

セイ科，ツツジ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

パラ科，ウコギ科

〔草本花粉〕

ガマ属 ミクリ属，イネ科，カヤツリグサ科，タデ属サナエタデ節，ナデシコ科，キンポウゲ属，

ノブドウ，セ 1)科，オミナエシ科，タンポポ亜科，キク亜科， ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子，三条溝胞子

分析の結果，樹木花粉の占める割合が草本花粉より高く，樹木花粉ではコナラ属アカガシ亜属， ク

リーシイ属一マテノ〈シイ属が優占する。またマツ属複維管束亜属，エノキ属 ムクノキの出現率もや
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カヤツリグサ科の出現率がやや高い。イネ科，や高い。草本花粉で、はガマ属ーミク 1)属，

推定される植生と環境

カヤツリグサ科などが生育する小規模な水湿地が分布していたものと推定される。

当時の遺跡周辺にはコナラ属アカガシ亜属(カシ類)，クリ シイ属 マテパシイ属などの

照葉樹林が分布していたと考えられ，ニヨウマツ類(マツ属複維管束亜属，

エノキ属 ムクノキなどの二次林要素も広がりつつあったものと推定される。

参考文献

中村純 (973)花粉分析.

IV-9区3号ドングリピットの周囲にはガマ属 ミクリ属など、の水湿地植物やイ以上の結果から，

ネ科，

アカマツヵ、クロマツ)， 

また，

角川書

82-110. 

金原正明 (993)花粉分析法による古環境笹原.新版古代の日本第10巻古代資料研究の方法，

庖，

p. 古今書院，

60 p. 

248-262. 

島倉巳三郎 (1973)日本植物の花粉形態.大阪市立自然科学博物館収蔵目録第5集，

中村純 (1980)日本産花粉の標徴.

p. 

91 p. 大阪自然史博物館収蔵目録第13集，

黒丸遺跡における種実同定3. 

黒丸遺跡における花粉分析結果
分額群 IV.91K3号

学名 和'" ドングリピット

Arborea.1 pollen 樹木1.曲
Abies モミ属 6 

TSUgB ツガ属 1 

陪1旧日同en.Dip!oX)'JOs マツ屑園陸智東亜属 41 

Mm'ca ヤマそそ属 l 
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凹ω出 z，此o四 serralB ニレ開ケヤキ Z 
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IV-9区表3

mmの簡を用いて水洗

その残

については試料

400ccすべてを0.25

IV-7区16

ドングリピッ卜の堆

および町一 7区16号

グリピット Iについ

IV-9区3号ドン

号ドングリピット 2

3号ドングリピット

ては試料(堆積物)

選別を行い，

積物である。

料

試料は，

400ccを，

法方

試

れl

図
25 
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86 

355 
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下で観察した。必要に



形態的特徴および現生標本との対比で行い，結果は同定レベルによって科，属，種の階級で示した。

出現した分類群

樹木5，草本7の計12が同定された。学名，和名および粒数を表4に示し，主要な分類群を写真に

示す。以下に同定根拠となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

a. ク1) Castanea crenata Sieb. et Zucc. 堅果(破片) ブナ科

黒褐色で広楕円形を呈し，下端に広い付き部がある。断面は楕円~半円形であるo

b. コナラ属 Quercus 堅果(破片) ブナ科

黒褐色で楕円形を呈し，一端に基部が残る。表面は平滑である。この分類群は殻斗欠落し，属レベ

ルの同定までである。

c. キイチゴ属 Rubus 核 ノくラ科

淡褐色でいびつな半円形を呈す。表面には大きな網目模様がある。長さ1.2mm，幅O.7mmo 

d.センダン Melia azedarach L. var. subtripinnata Miq. 核センダン科

黒褐色で楕円形を呈し，一端は円孔となる。縦に5本の発達した稜が走る。長さ16.0mm，幅10.4mmo

e. ヒサカキ属 Eurya Thunb. 種子 ツバキ科

黄褐色，不整形を呈す。表面に多数の小限点、がある。長さ1.8mm，幅1.3mmo

〔草本〕

f .イネ科 Grarnineae 穎

茶褐色で楕円形を呈す。表面には微細な頼粒状の突起がある。長さ1.5mm，幅1.Ommo 

g. カヤツリグサ科 Cyperaseae 果実

黒褐色で倒卵形を呈し，断面は両凸レンズ形である。長さ2.4mm， 1. 6mm。

h. コナギ Monochoria vaginalis Presl var. plantaginea Solrns-Laub. 種子 ミズアオイ科

淡褐色で楕円形を呈す。表面には縦方向に 8~10本程度の隆起があり，その間には横方向に微細な

隆線がある。種皮は薄く透き通る。長さ1.Omm， O.4mm。

1 .カラムシ属 Boehmeria 種子 イラクサ科

ゆがんだ卵形，両端は尖る。表面はざらつき，種皮は厚くやや堅L、。黄褐色。長さ2.8~3. 3mm，幅

1. 8~ 1. 9mm。

j .タデ属 Polygonum 果実 タデ科

黒褐色で先端がとがる卵形を呈す。表面にはやや光沢があり，断面は三角形である。長さ1.5mm， 

幅1.1mm。

k. ザクロソウ Mollugo pentaphylla L. 種子ザクロソウ科

黒色でやや光沢がある。円形を呈し，ーカ所が切れ込み，白い種柄がある。表面には微細な網状斑

紋がある。径O.4mm。

1.ナデシコ科 Caryophyllaceae 種子
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黒色で円形を呈し，側面にへそがある。表面全体に突起がある。径O.6mm。

結果と考察

1) N-9区3号ドングリピット

樹木では， コナラ属，キイチゴ属，センダン， ヒサカキ属，草本ではイネ科，カヤツリグサ科，コ

ナギ，カラムシ属，ザクロソウ，ナデシコ科が検出された。コナラ属やキイチゴ属は食用にもなる

が，検出された分類群の構成からみて，周囲の植生を反映しているとみなされる。コナラ属にはアカ
専 『

ガシ亜属が含まれ， ヒサカキ属は照葉樹林の中低木相である。センダンは暖地の海岸沿いに多い樹木

である。キイチゴ属は樹林下に分布する。草本のイネ科，カヤツリグサ科，カラムシ属，ザクロソ

ウ，ナデシコ科は林縁のような森林のとぎれたやや日当たりのよいところに生育し，コナギは水湿地

に生育する。

以上のことから， N-9区3号ドングリピットの周回は，森林内の小規模な水湿地とそれに速なる

林縁のような環境であったと考えられる。

2) N-7区16号ドングリピット

食用となるクリの堅果片が12片検出された。他の種実が検出されないことから，クリの堅果がドン

グリピットに貯蔵されていたものと推定される。

参考文献

南木睦彦 (993)葉・果実・種子. 日本第四紀学会編，第四紀試料分析法，東京大学出版会， p. 

276-283. 

4.黒丸遺跡出土木材の樹種同定
試 料 表4 黒丸遺跡における種実同定結果

学名

ubor 
皇事
樹木

鶴位

IV-9I&:'号ドング IY・11&:16号ドング
リピット{帽k刷 リピットH抑制

試料は， N-9区5号ドングリピットの木製

用器(サンプル①)およびN-7区の流木片

(サンプル③)である。

分割欝

白"回目岡田'.1Sidb， o' Zucc. クリ
Qu.剛Z コナヲ属

Rubw キイチゴ腐

}.1eU. uedu.ch L センダン

堅男色(岨片}

堅果{瞳片}

棺

摘

12 

V8.(， .rubf1窃inn.lt.lM.叫

方 法
守!fl!!1旦n虫色 ，ーー一一__t:_tカキ戸興 一貫王ー や 2
h .. も 革本

Gumin。叫 イネ手場 開

カヤツリグサ科 果実

コナギ 掴子

v.ιp/anr.，in". SoInu uub 
BoClhmon'. カラムシ属 組子

PoJ"四回 タデ属 巣実

Mo1Ju，o pentAphrll.ム ザクロソウ 種子

ca何回加h偶師 ナデシコ斜 種子

し，生物顕微鏡によって60~600倍で観察し 一一.~~.~__I~~_一一~一一世 一一一 ______2f!一一
U曲no明、 不明 l 

た。樹種同定は解剖学的形質および現生標本との対比によって行った。

結果

カミソリを用いて試料の新鮮な基本的三断面

(木材の横断面・放射断面・接線断面)を作製

""'m帽同
M<阿部h開 '.1vo.oini)is Presl 

結果を次表に示し，以下に同定根拠となった特徴を記す。

表5 黒丸遺跡における樹種同定結果

量三金こ 持sf- 率重量 努穆. 本重苦『 司"量 不口 = ---- 笥多~ = ) 
そT 二/τプノレ〈王〉

苛才一 二~ :;T _，レ=
'*"車遅 F胃暑曹

告n.'*" t十
と7 コヨにノ者 CJ~~a~o~u~ ca~ph 口 .z- a Presl  

-7"，ミノ三平 CJ~na~~~u~ ca~phora Presl  

クスノキ Cinnamomum camphora Presl クスノキ科 図版1・2

58 



横断面:中型から大型の道管が，単独および 2~数個放射方向に複合して，平等に分布する散孔材

である。道管の周囲を鞘状に柔細胞が取り囲んでいる。 これらの柔細胞の中には，油を含み大きく膨

れ上がったものも存在する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔で，道管の内壁にらせん肥厚が存在する。放射組織はほとんどが平

伏細胞で上下の縁辺部のみ直立細胞からなる。

接線断面:放射組織は異性放射組織型で 1~2 細胞幅である。上下の縁辺部の直立細胞のなかに

は， しばしば大きく膨れ上がったものがみられる。 -
以上の形質よりクスノキに同定される。 クスノキは，関東以西の本州， 四国，九州，沖縄に分布す

る。常緑の高木で，通常高さ25m，径80cmぐらいであるが，高さ50m，径5mに達するものもある。

材は堅硬で耐朽性が強く，保存性が高く芳香がある。建築材，容器類などに用いられる。

参考文献

佐伯浩・原田浩 (985)広葉樹材の細胞木材の構造，文永堂出版， p. 49-100. 

5. 放射性炭素年代測定結果
表6

置式車斗~

No. ]. 

No. 2 

表7

2訴t場包1-=

No. ]. 

No. :2 

試料と方法

士也兵'" . 11雪主巨

1V-91R3"雪ドニ〆占f リヒゴツト

IV-IIlRl妥ラド〉〆占アリヒ三、y ド

測定結果

'C釜手三千t
E 盆手~BP)

2B90.=!:= 50  

2B80  二と 70  

ピ5'・ 3C
〈宅品 〉

-25.6  

-27_7  

キ噛王玉三“ C 茸三円己
( "手三 BP)

2880  -+-50  

2B40二土 70  

1) 14 C年代測定値

宵可虫色王室 ・ 苛苛望室

盲愛ーアルカリ 置愛会免許争
--<.こ~ -ユ/-tff!S-J:ij;G 
直愛 アルカリ ー 震発全先妻宅争
--<. ニ/寸~:;.....- 官全;-=

nl雲雀李主 {-'o.乙
=，，，長( ]. cr ) 

BC1020  
(BC~ _l 20-、- 9 80)  
BC990  
(BCI065-、-905)  

主制主主主去

β 萩農を去

β 呆泉を去

ま<1>1ヌ室<""コL
( B eta..ー 〉

92433  

92434  

試料の 14C /12C比から，単純に現在 0950年AD)から何年前(B.P.)かを計算した値。 14Cの半減期

は5，568年を用いた。

2) δ13 C測定値

試料の測定 14C j12 C比を補正するための炭素安定同位体比(13C j12 C )。 この値は標準物質 (PDB)

の同位体比からの千分偏差 (9iω)で表す。

3)補正 14C年代値

δ13 C 測定値から試料の炭素の同位体分別を知り， 14 C /12Cの測定値に補正値を加えた上で算出し

た年代。

4)暦年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中 14C濃度の変動を補正することにより算出した年代(西暦)。

補正には年代既知の樹木年輪の 14Cの詳細な測定値を使用した。 この補正は10，000年B.P.より古い試

料には適用できない。暦年代の交点とは，補正 14C年代値と暦年代補正曲線との交点の暦年代値を意

味する。 1σは補正 14C年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の幅を示す。 したがって，複
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数の交点が表記される場合や，複数の 1σ値が表記される場合もある。

2 サノ 7u⑤ クスノキ

黒丸遺跡出土木材の顕微鏡写真

1 マツ属匝桂曹実亘寝

5 エレ寓ーケヤキ

9 パラH

‘ .... 

“・13 キンムウF司

@ 

-・.
- ‘ ー..・.~ . 

2 クリーシイ，，，. 3 :::Jナラ寓コナラ三01 • コナヲ属アカガシ歪iI ! クリ霊祭 {時片}

6 エノキ周一ムクノキ 7 そチノヨー寝 8 モクセイ科 3 ヒサカキ贋瞳子 4 ヒサカキ領績予
-0，1皿皿.. 

Hlガマ軍一ミク リ屠 11 イネロ ロ カヤツリグサ詞

u 

子誼慌ラ一カ
m
 

子
む
抱
ベ
務
-
灸
-
単
-

日
比
例
-

H
也

-

M
〆
-
シ園

』
同
a

1. タンポポ亙H 15 キク亙H

黒丸遺跡の花粉・胞子遺体
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H 黒丸遺跡の地形と地質

1.黒丸遺跡周辺の地形

黒丸遺跡の分布する大村平野は，大村湾東

岸に位置する扇状地主体の沖積平野である。

形態は南北9km，東西3kmの扇形で，分布高

度は45m以下である。この平野は，扇状地

(最終氷期)，谷底低地，氾濫原，砂ナト|・三角

1HC完新世)に細分される(第1図)。

扇状地は，大村平野の面積の約70%をしめ

る地形面である。分布高度は海抜45~-20m

で，平均勾配は13%。である。この扇状地は大

村平野中央東縁を扇頂とする郡川の扇状地で

ある。表面には傾斜方向に土石流堆などの微

高地とその聞の!日河道が認められる。扇頂部

は，現郡川により浸食され，段丘化してい

る。扇端部は海岸から海底面にそのまま連続
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国土地理規 (1980)を1984年歯土地理院撮影の2万分の 1
構成する砂陳層は70~80m以上の厚さがあり 航空写真で修正

(長崎県， 1973) ，大村湾底の沖積眉基底際層，更新世末のB層(国土地理説， 1980)に連続する。

B層は有明海の島原海湾層(有明海研究グループ， 1965)に対比されている(国土地理院， 1980)。以

上から，この扇状地は，最終氷期の低海面期に形成されたと考えられる。

谷底低地は，多良岳火山麓扇状地の段丘の開析谷中に分布する小規模な平野である。

氾濫原は JR大村線より上流の郡川沿いに細長く分布し，旧河道が認められる。

砂川、|は北部と南部の海岸沿いに僅かにみられる。

三角州は平野北部の郡川下流部の海抜10m以下に発達する。その平均勾配は7.5%。である。土石流

堆か自然堤防と考えられる細長い高さ数mの微高地群が，三角州の上流側から放射状に分布してい

る。下流部には分流する|日河道が数多く認められる。三角州は厚さ10m以上の砂牒とシルト・粘土の

互層からなっていて(長崎県， 1973;国土地理院， 1980) ，それは大村湾底の完新世のA層(国土地

理院， 1980)に連続する。 A層は，有明海の有明粘土層(有明海研究グループ， 1965)に対比されて

いる(国土地理院， 1980)。これらのことから，郡川の三角州は完新世の高海面に対応して形成され

たと推定される。

黒丸遺跡はこの三角州の上に立地している。遺跡のW区は後背湿地 v区は旧河道付近に位置して
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W区周辺では河道の北への移動により縄文時代晩期以降に，乾陸化が進んだと考えられる。本遺跡

の南南東13km，大村湾南西部の津水で‘は，沖積層の員化石の 14C年代測定をもとに完新世の海面変化

曲線が描かれている (Yokoyama.， et.aJ)。それによると，大村湾南東部の相対的海水準は約4280年

前に海抜+0.5mの完新世最高高度に達し，その後現在のレベル

まで徐々に低下したと考えられている(第2図)。また，大村

湾南岸の伊木力遺跡では，相対的海水準は 5 千 5~5 千 3 百年

前に Omの現高度にまで、上昇し，その後から現在までこれを越器:

えることはなかった(長岡ほか， 1995)。これらの報告によれ富 .i
ば，大村湾では，隆起運動が卓越する日本各地で認められる数

mを越える完新世の高海面期は認められない。このことは大村

湾の地殻変動が安定的，静的であることを示唆している。今回
第2図

の黒丸遺跡の発掘現場では海成層を直接確認することはできな

かったが， IV区でも海抜0.5m以下に海成層が存在すると予想される。

また， V区では，弥生時代後期の土器片が土石流性の砂牒層に含まれていることから，弥生時代後

いる。

2 
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大村湾南東部における海面変化曲線

Yokoyama et.al..1996 

期まで河川の氾濫や土石流の影響を直接受けていたと考えられる。

このように黒丸遺跡付近では，約 6 千~5 千年前に縄文海進で一旦浅海域となった後，河川|の前進

により氾濫原や湿地が形成され，そこに縄文時代晩期以降遺跡が成立したと推定される。また，こう

した低湿な環境は，貯蔵穴建設や稲作には適した場所であったと思われる。

2. IV区における地層の堆積環境と貯蔵穴の関係

2 -1.層序

IVIRは直接本流の影響を受けにくい三角州南縁部の後背湿地上に位置し，堆積物もこれを反映して

全般に細粒のシル卜・粘土からなる。遺跡で見られた層序は上位より以下の通りである(第3図)。

I層:暗褐色シルト，グライ化，最近の水田土壌

E層:灰黄色粘土，弥生時代近世の遺物包含層，

洪水堆積物および人工改変土

II'層:灰黄白色砂質シル卜，弥生時代の遺物包含

層

IIb'IIc層:暗褐色砂牒混じり粘土，縄文時代晩

期の遺物包含層，洪水堆積物?およ

び人工改変土

E層:砂牒混じり黒色泥炭質シル卜，最上部に縄文

時代晩期の貯蔵穴，上部は人工改変土，下部は

湿地堆積物
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純文#，)逃に関係?(>3()cm) 

cm 8，8.1. 
180 -

I緬:水田土犠

現在(扇淳・ 20cm)

H層:灰黄色粘土

弥生時代ー近11¥のill物包合商.

洪水球積物および人工改変土(15cm)

!I'酒:灰黄白砂質シルト

弥生時代の遺物包含層.洪水機積物(5cm)

!Ib・!Ic層:暗縄色砂磁混じり粘土
純文時代娩191のi古物包合病，

洪水堆積物?および人工改変土(25cm)

皿層:砂擦混じり黒色腐植質シルト

上部に貯蔵火・砂磯山・本名t

本来の似地JiUll物に砂礁を客土(40cm)

140 -

120ー

100-司

80 - W嵐:暗灰褐色腐植質シルト

後背湿地堆積物(20cm)

60 - V層:資灰色シルト・粘土

氾音量l京・洪水またはうグーン堆積物

第3図 IV区の地質層序



W層:暗灰褐色泥炭質シルト，湿地堆積物

V層:青灰色シルト・粘土，氾濫原または潟湖堆積物

V層から困層の層相変化から，サイトが，氾濫原から後背湿地，泥炭地に変化していくのがわか

る。 m層以降は，ときどき洪水が襲ったものの主河道がより北へ移動したか海面低下のために，基本

的には乾陸化し人間の生活の場になったと考えられる。

2 -2. m層の堆積環境と貯蔵穴群の建設

数多くの貯蔵穴が穿たれていた盟層(写真1)の堆積環境を，層相から検討してみる。

困層は，泥炭質シルト層に黄赤色に酸化した砂や砂擦が不均質混じりあっているのが特徴で，特に

上部に多い(写真2)。泥炭賢シル卜そのものは均質で， もともとは後背湿地の堆積物と考えられ

る。混入する砂や砂際は，樟~黄色に酸化しており，明らかに堆積以前に一度地表にさらされたもの

である。そして，これらは泥炭質シル卜と十分混合したり地層をなすことなく，泥炭質シルト中に砂

離の塊として散在している。個々の塊は，長径20cm以下で，不定形な斑模様を呈している(写真

3)。一般的に，砂E裂が塊として泥炭中に存在するには，湿地に砂礁が空気中から落下してくるよう

な状況を想定しなくてはならない。砂際の混入は，河川や洪水，土石流などによるものではない可能

性が高い。貯蔵穴の存在などから，人の関与を推定することは容易である。つまり，人為的に他の場

所から搬入され，散布されたと考えられる。また，パイプ状の砂のパッチがあり(写真4)，散布の

際，木を使って砂や砂礁を混ぜたことを思わせる。砂礁はおそらく，湿地に貯戴穴を掘ったり貯蔵物

を運搬する時に，足場を囲めるために散布されたと推定される。

また，サイトの中央では， m層の上面が円形の土俵状の盛り上がりを形成している(写真5，

6)。この盛り上がりは，特に砂礁が多く，無遺物であることから，河原などから運んできた砂礁を

一旦貯めた盛り土跡，土砂置き場跡と解される。ここから，周囲の湿地に砂礁を蒔いたと考えられ

る。

さらに，貯蔑穴周辺には，長さ 2m以上の大木が横たわっている(写真1， 7， 8)。これらの大

木の根は失われていることが多L、。また，残された根の一部が河成円礁を取り込んでいる(写真

9)。このような観察事実から，木はこの場所で生育していたのではなく， 73IJの河原などの砂牒質な

場所に生えていたとみられる。 E層を構成する粘土や泥炭は一般的に静水環境に堆積するので，ここ

で見られるような大木を運ぶような運搬力を持った強い水流があったとは思えなL、。木材も砂際同

様，人間が運んできたと考えるのが妥当であろう。おそらく貯蔵穴の作業用の渡り板か休憩用の椅子

として利用されたのであろう。盛り土周辺を取り囲む木材や大牒(写真10)も作業用か休憩用と考え

られるが，小形の木材は混ぜ土を行う際の工事用具として使用された可能性もある。

以上のように m層の層相から， もともと後背湿地であった場所が人工改変されたと推定される。

藍層に含まれる砂楳や木材は，縄文人が貯蔵穴を建設したり，使用する際に利用されたものと結論で

きる。彼らは，河原などから砂牒を運び込んで貯め，さらにそれらをぬかる泥炭地に散布して歩きや

すくした。また，木材を渡り板や休憩椅子などとして利用していた。
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3. V区の小流路の成因

V区では東西方向の長さ16m，幅4m，深さ50cm以下の流路が発見された(写真11)。この流路が

弱いながら蛇行していること(写真11， 12) ，流路は扇状地の最大傾斜方向に一致していることなど

から，自然の!日河道と推定される。また，両岸の微高地は中牒以下の河成確からなり(写真13，

14) ，この河成牒にはインブリケーションが認められる(写真13)。この砂牒層中から磨耗した弥生

式土器も発見されている。このことから，周囲の微高地は土石流堆のようなものと考えられる。

しかし，河川の横断面に注目すると，両岸に不自然な一段のステップがある(写真12)。これは，

水を利用するために人工的に浅瀬を作って河道を拡大したのかもしれない。

このようにV区は弥生時代まで，河川の流路沿いにあたっていて，たびたび河川の氾濫や土石流の

被害を受けたとみられる。

4. まとめ

1 )黒丸遺跡は完新世の三角州上に立地している。特に縄文海進以後，三角州が前進，陸化した部分

に位置する。

2) IV区は後背湿地上に， V区は!日河道上にそれぞれ位置している。

3) IV区では，縄文時代前・中期の最高海水準以後，湿地が発達していた。縄文時代晩期には，灰汁

抜きの貯蔵穴が作られた。その工事や利用の際，砂I躍が客土された。客土にあたって，一旦砂礁

の集積場所が決められ，盛り土が作られた。そして，そこから周辺の湿地へ散布された。また，

渡り板などとして大形の木材も持ち込まれた。

4)郡川河口に近いV区では，弥生時代まで， しばしば土石流や洪水の被害を受けた。発掘された流

路は基本的には土石流堆の聞に形成された自然の河川と考えられる。

引用文献

有明海研究グループ (965)有明海・不知火海域の第四系.地図研専報， 11号，地学団体研究会， 86p.

国土地理院 (980) 2万5千分の l沿岸海域地形図，同土地条件図および報告書(大村湾地区) • 

109 p. 

長岡信治・横山祐典・前田保夫・中田正夫・奥野淳一 (995)長崎県大村湾南岸，伊木力遺跡周辺の

沖積層と海面変化長崎大学教育学部自然科学研究報告， 53号， 27 -40 

長崎県 (973) 5万分の 1土地分類基本調査「大村J. 28 p. 

Yokoyama，Y.， Nakada，M.， Maeda，Y.， Nagaoka，S.， Okuno，J.， Matsumoto，E.， Sato，H.， 

Matsushima，Y.，(1996) : Holocene sea-level change and hydro-isostasy along the west coast 

of Kyusyu， Japan. Palaeogeogr.Palaeoc1imat.Palaeoecol. ， 123， 29-47. 

- 64 



1. lV区の皿層上面に沿っ
てはぎ取られた遺構面
A:貯蔵穴群
B 作業に使用された
木材
C:客土跡
D:客土用盛り土跡

2 貯蔵穴の断面に現れた
皿層
白線より上位3 皿
層、矢印の部分に特
に多く砂燥が混入し

5 ている。

3 皿層に斑状に混じる砂

4. 木などで耕した跡と恩
われるパイプ状の砂の
パッチ (矢印)

5 砂E撃を貯めた跡と考え
られる盛り土 (西側よ
り)
土木作業に用いたと
考えられる木材が取

.. ... ri.' 二て~震調・園 6
り囲む。かつては高

3 I _，ム- 巴:1-" n .... ニ-.
さ数日1の小山を作っ
ていたにちがいな
し、。

6 砂B告を貯めた助;と考え
られる盛り土 (東側よ
り)

7.貯蔵穴建設や貯蔵物搬
入に用いられた木材

7 
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8.石の上などに不自然に
置かれた木材

9.河成礁を取り組んだ根

10.盛り土を取り図む木材
と礁
これらも作業用に使
用されたであろう

11. v区の小流路
A 流路小さく蛇行
している
B:土石流堆積物
C:土石流堆の縁辺
(写真14)

12.小流路の内部矢印は
ステップ

13.流路周辺の堤防を作る
河成際
左側が上流、左から
右側への流れを示す
インブリケーション

が見られる

14.河成磯の高まり
土石流堆の仮IJ端部
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